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6月1日号

交通事故統計 事業用貨物自動車の死亡事故件数
大型 中型 準中型 普通 計

41
（−3）

16
（−4）

13
（＋4）

1
（−1）

71
（−4）

交通事故死者数（人）

4月30日現在 5月28日現在

961
（−41）

1,135
（−58）

全国の死亡
事故件数

943
（−35）

令和２年４月末
事業用トラック第1当事者死亡事故件数
軽貨物は除く。（  ）内は前年同月比増減数
▶警察庁調べ

年　月 スタンド ローリー カード

令和２年  2月 103.53 93.92 101.94
令和２年  3月 95.35 84.47 93.33
令和２年  4月 84.14 70.91 81.79

軽油価格情報
全国平均価格：円／リットル（消費税抜き）
▶全日本トラック協会調べ

今号に掲載した記事の関連資料と
関連HPへは全ト協HPバナーから
アクセスできます。

▼全ト協会員専用ページのパスワード▼

5/15〜6/14  5095
6/15〜7/14  3223
　　　

２・3
・�トラック協会ニュース
・�官公庁ニュース（国交省等）

8 ・�国交省
「台風等による異常気象時下

における輸送の目安」

7 ・�令和２年度
経営診断受診促進事業

4
・�労働特集①
　「人材を確保し雇用を

継続していくために」
　　人材確保に「効く」
　　　雇用管理課題チェック表

5
・�労働特集②
　荷主に対して「説得力の
ある説明」をするために

　成功事例に学ぶ
「取引環境改善」

6 ・��「トラック隊列走行」
いよいよ実現間近に

　

世
界
経
済
に
深
刻
な
影
響

を
与
え
て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
策

強
化
を
図
る
た
め
︑
安
倍
晋

三
内
閣
総
理
大
臣
は
４
月
30

日
に
︑
令
和
２
年
度
第
１
次

補
正
予
算
を
参
議
院
本
会
議

で
可
決
・
成
立
さ
せ
た
の
に

続
き
︑
第
２
次
補
正
予
算
へ

の
編
成
着
手
を
指
示
︒
そ
れ

を
受
け
︑
政
府
で
は
編
成
作

業
を
続
け
て
き
た
︒

　

同
補
正
予
算
案
の
事
業
規

模
は
１
１
７
・
１
兆
円
と
な

り
︑
１
次
・
２
次
補
正
合
わ

せ
て
事
業
規
模
２
０
０
兆
円

を
超
え
る
も
の
と
な
る
︒

　

５
月
に
入
り
︑
同
補
正
予

算
案
の
予
算
編
成
が
本
格
化

し
た
の
を
受
け
︑
全
日
本
ト

ラ
ッ
ク
協
会
で
は
︑
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
が
収

束
し
︑
我
が
国
経
済
が
正
常

に
回
復
す
る
ま
で
の
間
︑
①

緊
急
事
態
宣
言
下
に
お
い
て

エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
（
必
要
不
可

欠
な
）
事
業
と
し
て
︑
国
民

生
活
や
経
済
活
動
を
支
え
る

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
に
対
す

る
理
解
促
進
︑
業
界
に
対
す

る
支
援
︑
②
経
営
危
機
に
直

面
し
て
い
る
ト
ラ
ッ
ク
運
送

事
業
者
の
事
業
存
続
に
係
る

支
援
措
置
︱
︱
を
要
望
す
る

た
め
の
緊
急
活
動
を
精
力
的

に
展
開
し
て
き
た
︒

　

５
月
14
日
に
︑
自
由
民
主

党
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
振
興
議
員

連
盟
（
細
田
博
之
会
長
）
に

要
望
書
を
提
出
し
た
の
を
皮

切
り
に
︑
同
18
日
に
は
岸
田

文
雄
自
民
党
政
務
調
査
会
長

お
よ
び
北
側
一
雄
公
明
党
ト

ラ
ッ
ク
議
員
懇
話
会
会
長
に

対
し
て
要
望
書
を
手
渡
し

た
︒
ま
た
︑
同
25
日
に
は
︑

加
藤
勝
信
厚
生
労
働
大
臣
に

対
し
て
︑
雇
用
調
整
助
成
金

の
特
例
措
置
期
間
の
延
長
を

求
め
る
要
望
書
を
提
出
し
た

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

５
月
25
日
︑
加
藤
勝
信
厚
生

労
働
大
臣
に
対
し
て
︑
雇
用

調
整
助
成
金
の
特
例
措
置
期

間
の
延
長
に
関
す
る
要
望
書

を
提
出
し
た
︒

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
よ
り
︑
荷
主

企
業
の
休
業
や
操
業
停
止
が

増
加
し
て
お
り
︑
輸
送
量
が

大
幅
に
減
少
し
た
こ
と
で
︑

（
別
掲
）︒

　

同
27
日
の
午
後
に
行
わ
れ

た
臨
時
閣
議
に
お
い
て
︑
同

補
正
予
算
案
が
閣
議
決
定
さ

れ
た
（
概
要
別
掲
）︒

　

中
小
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業

者
関
係
で
は
︑
ま
ず
従
業
員

の
雇
用
を
守
る
た
め
の
支
援

策
と
し
て
︑﹁
雇
用
調
整
助

成
金
の
拡
充
﹂
が
盛
り
込
ま

れ
た
︒
９
月
ま
で
︑
雇
用
調

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
の
事

業
経
営
に
深
刻
な
影
響
が
生

じ
て
い
る
︒
厳
し
い
経
営
状

況
に
置
か
れ
た
運
送
事
業
者

が
我
が
国
の
物
流
を
支
え
る

ド
ラ
イ
バ
ー
の
雇
用
を
維
持

し
て
い
く
こ
と
が
で
き
な
け

れ
ば
︑
業
界
全
体
と
し
て
将

来
的
に
安
定
し
た
輸
送
力
の

確
保
が
難
し
く
な
る
こ
と
が

想
定
さ
れ
る
︒

整
助
成
金
の
日
額
上
限
が
８

３
３
０
円
か
ら
１
万
５
０
０
０

円
ま
で
特
例
的
に
引
き
上
げ

ら
れ
る
ほ
か
︑
解
雇
等
を
行

わ
な
い
中
小
企
業
に
対
し
て

は
︑
助
成
率
を
10
分
の
10
に

特
例
的
に
引
き
上
げ
る
な
ど

の
対
応
が
採
ら
れ
る
︒
ま
た
︑

今
年
６
月
末
ま
で
と
さ
れ
て

い
た
緊
急
対
応
期
間
に
つ
い

て
は
︑
９
月
ま
で
延
長
さ
れ

る
こ
と
と
な
る
︒

　

な
お
︑
雇
用
調
整
助
成
金

の
上
限
額
引
き
上
げ
や
特
例

措
置
の
延
長
に
つ
い
て
は
︑

こ
れ
ま
で
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業

界
が
要
望
し
て
き
た
も
の
で

あ
り
︑
同
閣
議
決
定
に
よ
り

業
界
の
要
望
が
実
現
す
る
結

果
と
な
っ
た
︒

　

ま
た
︑﹁
休
業
手
当
の
直

接
給
付
﹂
や
﹁
資
金
繰
り
支

援
・
資
本
増
強
策
﹂
な
ど
も

同
補
正
予
算
案
に
加
え
ら
れ

て
お
り
︑
政
府
で
は
同
補
正

予
算
を
通
じ
て
従
業
員
の
雇

用
維
持
に
向
け
た
中
小
運
送

事
業
者
へ
の
支
援
を
強
化
す

る
と
と
も
に
︑
中
小
運
送
事

業
者
の
事
業
継
続
に
向
け
た

支
援
策
を
充
実
さ
せ
た
︒

　

な
お
︑
政
府
与
党
で
は
︑

同
補
正
予
算
案
の
今
国
会
で

の
早
期
成
立
を
目
指
し
て
い

る
︒

　

こ
う
し
た
状
況
を
受
け
て

全
ト
協
で
は
︑
ド
ラ
イ
バ
ー

の
雇
用
継
続
を
図
る
た
め

に
︑
今
年
６
月
30
日
ま
で
と

さ
れ
て
い
る
雇
用
調
整
助
成

金
の
特
例
措
置
の
期
間
を
︑

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ

る
問
題
が
ひ
と
段
落
す
る
ま

で
の
間
︑
延
長
す
る
こ
と
を

加
藤
厚
労
大
臣
に
対
し
て
要

望
し
た
︒

　
﹁
物
流
生
産
性
向
上
の
た

め
の
特
殊
車
両
の
新
た
な
通

行
制
度
の
創
設
﹂
や
︑﹁
国

に
よ
る
地
方
管
理
道
路
の
災

害
復
旧
等
を
代
行
で
き
る
制

度
の
拡
充
﹂
な
ど
が
盛
り
込

ま
れ
た
﹁
道
路
法
等
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
﹂
が
︑
５

月
20
日
に
参
議
院
に
お
い
て

可
決
さ
れ
︑
成
立
し
た
︒

　

近
年
の
大
型
車
両
に
よ
る

物
流
需
要
の
増
大
に
伴
い
︑

特
殊
車
両
の
通
行
許
可
手
続

き
の
長
期
化
な
ど
事
業
者
負

担
が
増
大
し
て
い
る
︒
今
回

創
設
さ
れ
る
新
た
な
通
行
制

度
で
は
︑
国
土
交
通
大
臣
に

よ
る
登
録
を
受
け
た
特
殊
車

両
を
通
行
さ
せ
よ
う
と
す
る

運
送
事
業
者
等
は
︑
国
交
大

臣
に
よ
る
確
認
を
求
め
︑
回

答
を
受
け
た
通
行
経
路
に
従

っ
て
通
行
す
る
場
合
に
は
︑

許
可
を
受
け
る
こ
と
な
く
通

行
で
き
る
こ
と
な
ど
が
規
定

さ
れ
て
い
る
︒

　

な
お
︑
新
通
行
制
度
は
︑

国
交
省
が
関
係
す
る
政
令
の

整
備
を
行
っ
た
上
で
︑
２
年

以
内
に
施
行
さ
れ
る
こ
と
と

な
る
︒

図　令和 2 年度第 2 次補正予算（案）の概要
（中小トラック運送事業者関係）

①雇用を守るための支援
・雇用調整助成金の抜本的拡充…7,717 億円

　新型コロナウイルス感染症の影響により休業する事業主を支援するため、
４月１日以降に開始される賃金締切期間中の休業について、９月まで雇用
調整助成金の日額上限を 8,330 円から 15,000 円まで特例的に引き上げる。
同時に解雇等を行わない中小企業の助成率を 10/10 に引き上げ、緊急対応
期間を９月まで延長する。

・新型コロナウイルス感染症対応休業支援金（仮称）の創設…5,442 億円
　新型コロナウイルス感染症およびそのまん延防止のための措置の影響に
より事業主が休業させ、休業期間中の賃金の支払いを受けることができな
かった中小企業の労働者に対し、当該労働者の申請により、新型コロナウ
イルス感染症対応休業支援金（仮称）を支給する。

②資金繰り対策（中小・小規模事業者向け）
・日本政策金融公庫等による実質無利子融資の継続・拡充…5 兆 5,683 億円

　日本政策金融公庫および商工組合中央金庫（危機対応融資）等が「新型
コロナウイルス感染症特別貸付」等を継続し、さらに貸付上限額と利下げ
限度額の引き上げを実施。

・民間金融機関を通じた実質無利子融資の継続・拡充　…3 兆 2,375 億円
　都道府県等による制度融資を活用した民間金融機関の実質無利子融資を
継続し、さらに融資上限額の引き上げを実施。

・資本性資金供給・資本増強支援…１兆 2,442 億円
　長期一括償還の資本性劣後ローンを供給するとともに、中小機構出資の
官民連携のファンドによる出資や債権買取等を実施。

③持続化給付金…１兆 9,400 億円
・新型コロナウイルス感染症の拡大により大きな影響を受けている事業者に

対して、事業全般に広く使える給付金を支給。足下の状況等を踏まえ積み
増し。

④中小企業生産性革命推進事業による事業再開支援…1,000 億円
・業種別ガイドラインに基づいて中小企業が行う、事業再開に向けた消毒設

備や換気設備の設置などの取り組みを支援。
（出典）厚生労働省、経済産業省発表資料

加
藤
厚
労
大
臣
に
対
し
て
雇
調
金
特
例
措
置
期
間
の
延
長
を
要
望

ド
ラ
イ
バ
ー
の
雇
用
を
維
持
す
る
た
め
に

「
道
路
法
等
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
」
成
立

特
殊
車
両
の
た
め
の
新
た
な
通
行
制
度
を
創
設
へ

　

政
府
は
5
月
27
日
に
臨
時
閣
議
を
開

き
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

を
受
け
、
追
加
経
済
対
策
を
実
行
す
る
た

め
の
令
和
２
年
度
第
２
次
補
正
予
算
案

（
事
業
規
模
１
１
７
・
１
兆
円
）
を
閣
議

決
定
し
た
。

　

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
に
お
い
て
も
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
、
多
く
の

運
送
事
業
者
が
非
常
に
厳
し
い
状
況
に
立

た
さ
れ
て
い
る
。
５
月
に
入
り
、
同
補
正

予
算
案
編
成
作
業
が
本
格
化
し
た
こ
と

か
ら
、
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で
は
坂
本

克
己
会
長
を
先
頭
に
、
業
界
へ
の
支
援
を

求
め
る
緊
急
要
望
活
動
を
全
力
で
展
開
。

そ
の
結
果
、
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
か
ら
の

「
雇
用
調
整
助
成
金
の
拡
充
」「
資
金
繰

り
支
援
・
資
本
増
強
策
」な
ど
の
要
望
が
、

同
補
正
予
算
案
に
盛
り
込
ま
れ
た
。

全ト協国交省  「道路法等の一部を改正する法律」概要
①物流生産性の向上のための特殊車両の新たな通行制度の創設

　特殊車両のうち、国土交通大臣による登録を受けたものを
通行させようとする者は、国土交通大臣による確認を求め、
回答を受けた通行経路に従って通行する場合、許可を受ける
ことなく通行できること等を規定

②民間と連携した新たな交通結節点づくりの推進

③地域を豊かにする歩行者中心の道路空間の構築

④自動運転を補助する施設の道路空間への整備

⑤国による地方管理道路の災害復旧等を代行できる制度の拡充

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
か
ら
の
緊
急
要
望
を
盛
り
込
む

「
雇
調
金
上
限
引
き
上
げ
・
特
例
措
置
期
間
延
長
」

「
資
金
繰
り
支
援
強
化
」な
ど
も

政
　
府新型コロナ対策第２次補正閣議決定
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北海道トラック協会
茨城県トラック協会
山梨県トラック協会
静岡県トラック協会
奈良県トラック協会
徳島県トラック協会
熊本県トラック協会

青森県トラック協会
栃木県トラック協会
新潟県トラック協会
愛知県トラック協会
和歌山県トラック協会
香川県トラック協会
大分県トラック協会

岩手県トラック協会
群馬県トラック協会
長野県トラック協会
三重県トラック協会
鳥取県トラック協会
愛媛県トラック協会
宮崎県トラック協会

宮城県トラック協会
埼玉県トラック協会
富山県トラック協会
滋賀県トラック協会
島根県トラック協会
高知県トラック協会
鹿児島県トラック協会

秋田県トラック協会
千葉県トラック協会
石川県トラック協会
京都府トラック協会
岡山県トラック協会
福岡県トラック協会
沖縄県トラック協会

山形県トラック協会
東京都トラック協会
福井県トラック協会
大阪府トラック協会
広島県トラック協会
佐賀県トラック協会

福島県トラック協会
神奈川県トラック協会
岐阜県トラック協会
兵庫県トラック協会
山口県トラック協会
長崎県トラック協会

私たちは万全の衛生管理で使命に徹します

http://www.jta.or.jp/info/coronavirus_top.html
全日本トラック協会 新型コロナウイルス関連情報ページ

ドライバーに誇りと勇気を頂き感謝します!ドライバーに誇りと勇気を頂き感謝します!
トラックは「社会とくらし」を支え続けます！トラックは「社会とくらし」を支え続けます！

トラックは生活と経済のライフライン
くらし

私たちトラック運送業界は混迷を極める物流最前線で日々、

24時間奮戦しています。

今だからこそ歯をくいしばって頑張ります。

トラックドライバーは生活と経済を維持するために働き続けます。

国民の皆様からトラックドライバーに対して、心あたたまる数々

のお言葉を頂き、感謝いたします。

一層のご理解とご支援をお願い申し上げます。

くらし

　あなたはどしゃ降りの中、店舗が並ぶ片側２車線道路を走行し
ています。前方の車は、道路右側のスーパーの駐車場に入ろうと
合図を出しました。この場面にはどのような危険がありますか。
また、危険を避けるためにはどのような運転をすればよいでしょ
うか。考えてみましょう。

状 

況

〔第 123回〕「どしゃ降りの２車線道路」

（解説・３面）

◆どのような運転をすれば危険を避けることができますか？

◆どのような危険がありますか？

あなたならどうしますか？
危険予知訓練（KYT）シート：交通事故防止編

☟
こ
の
角
を
基
準
に
拡
大
率
を
141
％
に
設
定
す
る
と
、
A4
サ
イ
ズ
で
プ
リ
ン
ト
で
き
ま
す
。

法
令
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト ～信号編～

法令　　  クイズ
マル　 バツ

❶  赤色の信号の場合は、車両は停止位置を越えて進行してはならな
いが、赤色に変わったとき交差点に接近していて安全な停止がで
きない場合はそのまま進行することができる。（ ○・× ）

❷  黄色の点滅信号の場合は、車両は他の交通に注意して進行するこ
とができる。（ ○・× ）

❸  赤色の点滅信号の場合は、車両も歩行者も停止位置で一時停止し
なければならない。（ ○・× ）

❹  青色の矢印信号の場合は、車両は黄色又は赤色の灯火の信号にか
かわらず、矢印の方向に進むことができる。（ ○・× ）

❺  黄色の矢印信号の場合は、車両は停止位置で一時停止し安全確認
をした後で、矢印の方向に進むことができる。（ ○・× ）

（解答は７面）

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で

は
︑
令
和
２
年
度
﹁
青
年
経

業
﹂
の
申
請
を
︑
６
月
１
日

か
ら
10
月
31
日
ま
で
受
け
付

け
る
︒

　

同
事
業
で
は
︑
都
道
府
県

ト
ラ
ッ
ク
協
会
の
青
年
組
織

に
所
属
す
る
経
営
者
等
が
実

施
し
た
︑
ま
た
は
今
後
実
施

す
る
先
進
的
で
創
意
工
夫
等

の
あ
る
取
り
組
み
に
よ
り
︑

他
の
者
の
模
範
と
な
り
得
る

よ
う
な
事
業
に
対
し
て
顕
彰

を
行
う
︒

　

候
補
対
象
と
な
る
の
は
︑

①
社
会
貢
献
事
業
②
収
益
性

向
上
事
業
③
安
全
対
策
事
業

④
環
境
対
策
事
業
⑤
そ
の
他

（
特
に
本
目
的
に
沿
っ
た
事

業
）
︱
︱
の
５
つ
で
︑
既
に

実
施
し
て
い
る
も
の
の
ほ
か
︑

２
年
度
中
に
実
施
予
定
の
ア

イ
デ
ア
︑
企
画
等
で
も
申
請

可
能
︒

　

顕
彰
金
は
︑
金
賞
（
１
０

０
万
円
）︑銀
賞（
70
万
円
）︑

銅
賞
（
50
万
円
）
で
︑
顕
彰

総
額
は
５
０
０
万
円
︒

　

資
格
要
件
等
の
詳
細
は
︑

全
ト
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参

照
の
こ
と
︒問
い
合
わ
せ
は
︑

所
属
す
る
都
道
府
県
ト
協
ま

た
は
全
ト
協
経
営
改
善
事
業

部
（
☎
03
・
３
３
５
４
・
１
０
５
６
）
ま
で
︒

園
児
向
け
交
通
安
全
紙
芝
居

を
８
０
０
部
県
警
に
贈
呈

滋
賀
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

　

滋
賀
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

（
田
中
亨
会
長
）
は
５
月
７

日
︑
子
ど
も
た
ち
に
交
通
ル

ー
ル
を
学
ん
で
も
ら
お
う

と
︑
園
児
向
け
の
交
通
安
全

紙
芝
居
﹁
な
ず
ま
く
ん
の
お

つ
か
い
﹂（
写
真
）を
作
成
し
︑

滋
賀
県
警
察
本
部
に
８
０
０

部
寄
贈
し
た
︒

　

同
作
品
の
主
人
公
は
︑
琵

琶
湖
の
固
有
種
ビ
ワ
コ
オ
オ

ナ
マ
ズ
の
﹁
な
ず
ま
く
ん
﹂︒

﹁
点
滅
信
号
で
横
断
歩
道
を

渡
ら
な
い
﹂
な
ど
と
い
っ
た

交
通
ル
ー
ル
を
︑
ク
イ
ズ
を

交
え
て
伝
え
る
内
容
に
な
っ

て
い
る
︒

　

同
作
品
は
︑
県
警
か
ら
依

頼
を
受
け
て
滋
賀
県
ト
協
が

制
作
し
︑４
月
中
旬
に
完
成
︒

本
来
は
４
月
中
に
同
市
内
の

保
育
園
で
贈
呈
式
を
行
う
予

定
だ
っ
た
が
︑
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
を
受

け
て
延
期
さ
れ
て
い
た
︒

　

県
警
本
部
で
開
か
れ
た
贈

呈
式
に
は
︑
田
中
会
長
の
ほ

か
︑
滋
賀
県
警
の
熊
谷
浩
一

交
通
部
長
が
出
席
︒
田
中
会

長
は
﹁
紙
芝
居
を
通
じ
て
︑

交
通
事
故
の
危
険
性
を
子
ど

も
た
ち
に
知
っ
て
ほ
し
い
﹂

と
あ
い
さ
つ
︒
ま
た
︑
熊
谷

部
長
は
︑
昨
年
５
月
に
大
津

市
で
園
児
ら
16
人
が
死
傷
し

た
事
故
に
触
れ
︑﹁
未
来
あ

る
子
ど
も
た
ち
の
大
切
な
命

を
守
る
た
め
に
︑
県
警
と
し

て
も
組
織
を
挙
げ
て
対
策
を

進
め
て
い
き
た
い
﹂と
話
し
た
︒

　

な
お
︑
同
作
品
は
今
後
︑

滋
賀
県
内
全
て
の
幼
稚
園
や

保
育
園
に
配
布
さ
れ
る
ほ

か
︑
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
﹁
滋

賀
県
警
公
式
チ
ャ
ン
ネ
ル
﹂

で
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
︒

熊
本
日
日
新
聞
へ
広
告
掲
出

熊
本
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

　

熊
本
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

（
住
永
豊
武
会
長
）
は
５
月

17
日
︑
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
対
応
の
最
前
線
で
命
を
懸

け
て
働
く
医
療
従
事
者
へ
の

感
謝
の
意
を
表
し
た
︑﹁
負

け
ん
ば
い
新
型
コ
ロ
ナ
! !
﹂

を
メ
イ
ン
コ
ピ
ー
と
す
る
︑

全
15
段
（
全
面
）
カ
ラ
ー
の

新
聞
広
告
（
写
真
）
を
︑
地

元
の
熊
本
日
日
新
聞
へ
掲
出

し
た
︒

　

広
告
は
︑
医
療
従
事
者
へ

の
感
謝
と
と
も
に
︑
同
様
に

感
染
リ
ス
ク
を
背
負
い
な
が

ら
昼
夜
を
問
わ
ず
国
民
の
生

活
と
経
済
を
守
る
た
め
に
懸

命
に
輸
送
業
務
に
取
り
組
ん

で
い
る
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー

の
活
躍
を
伝
え
︑
県
民
に
対

し
て
﹁
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ

ー
に
も
﹃
あ
り
が
と
う
︒﹄
の

一
言
を
﹂と
呼
び
か
け
て
い
る
︒

ト
ラ
ッ
ク
の
役
割
を
道
民
に
Ｐ
Ｒ

テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、
新
聞
通
じ

北
海
道
ト
ラ
ッ
ク
協
会

　

北
海
道
ト
ラ
ッ
ク
協
会

（
工
藤
修
二
会
長
）
は
５
月

19
日
︑
北
海
道
新
聞
・
朝
刊

に
︑﹁
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
は
皆
さ

ん
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
！　

今
︑

物
流
が
止
ま
れ
ば
︑
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
は
崩
壊
し
て
し
ま
い

ま
す
︒﹂
と
︑
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ

イ
バ
ー
の
役
割
と
重
要
性
を

広
く
道
民
に
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め

の
広
告
を
掲
出
し
た（
写
真
）︒

　

ま
た
︑
５
月
20
日
か
ら
５

月
31
日
ま
で
︑
全
日
本
ト
ラ

ッ
ク
協
会
作
成
の
Ｔ
Ｖ
Ｃ
Ｍ

素
材
（
平
成
27
年
版
）
を
北

海
道
テ
レ
ビ
放
送（
Ｈ
Ｔ
Ｂ
）

お
よ
び
テ
レ
ビ
北
海
道
（
Ｔ

Ｖ
ｈ
）
で
放
映
︒
さ
ら
に
︑

北
海
道
放
送
（
Ｈ
Ｂ
Ｃ
）
ラ

ジ
オ
に
て
同
趣
旨
の
広
報
も

実
施
し
︑
道

民
へ
ト
ラ
ッ
ク

ド
ラ
イ
バ
ー
へ

の
理
解
と
応

援
を
訴
え
た
︒

営
者
等
に
よ
る
先
進
的
な
事

業
取
組
に
対
す
る
顕
彰
事

 

２
０
２
０
年
度
﹁
エ
コ
ド
ラ

イ
ブ
活
動
コ
ン
ク
ー
ル
﹂

応
募
受
付
開
始

エ
コ
モ
財
団

　

２
０
２
０
年
度
﹁
エ
コ
ド

ラ
イ
ブ
活
動
コ
ン
ク
ー
ル
﹂

︹
主
催
：
（
公
財
）
交
通
エ

コ
ロ
ジ
ー
・
モ
ビ
リ
テ
ィ
財
団

（
エ
コ
モ
財
団
）︺
の
応
募
受

付
が
５
月
７
日
か
ら
始
ま
っ

た
︒

　

募
集
対
象
は
︑
事
業
部
門

（
緑
ナ
ン
バ
ー
）・
一
般
部
門

（
白
ナ
ン
バ
ー
）・
ユ
ニ
ー
ク

部
門
の
３
部
門
︒
最
も
優
れ

た
取
り
組
み
に
対
し
て
︑
事

業
部
門
で
は
国
土
交
通
大
臣

賞
︑
一
般
部
門
で
は
環
境
大

臣
賞
が
授
与
さ
れ
る
︒

　

応
募
期
間
は
７
月
７
日
㈫

ま
で
︒
応
募
費
用
は
無
料
︒

表
彰
式
は
︑
11
月
26
日
㈭
に

開
催
予
定
の
﹁
エ
コ
ド
ラ
イ

ブ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
﹂
の
会
場

で
行
わ
れ
る
︒

　

応
募
に
関
す
る
詳
細
は
︑

エ
コ
モ
財
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
参
照
の
こ
と
︒

 

６
月
１
日
よ
り
指
導
講
習

等
の
業
務
を
順
次
再
開

Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｖ
Ａ

　
（
独
）
自
動
車
事
故
対
策

機
構
（
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｖ
Ａ
）
は
５

月
22
日
︑
指
導
講
習
等
お
よ

び
適
性
診
断
を
６
月
１
日
㈪

よ
り
順
次
再
開
す
る
と
発
表

し
た
︒

　

運
行
管
理
者
等
指
導
講
習

・
運
輸
安
全
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

セ
ミ
ナ
ー
（
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

・
リ
ス
ク
管
理
・
内
部
監

査
）
に
つ
い
て
は
︑
人
数
制

限
等
︑
感
染
防
止
対
策
を
施

し
た
上
で
︑
新
た
な
体
制
が

整
っ
た
支
所
よ
り
６
月
以
降

順
次
再
開
す
る
︒
な
お
︑
都

道
府
県
単
位
で
再
開
時
期
が

異
な
る
た
め
︑
詳
細
は
Ｎ
Ａ

Ｓ
Ｖ
Ａ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

確
認
す
る
よ
う
呼
び
か
け
て

い
る
︒

　

適
性
診
断
は
︑
予
約
枠
の

制
限
等
の
感
染
防
止
対
策
を

施
し
た
上
で
︑
６
月
１
日
よ

り
全
て
の
診
断
を
全
国
一
斉

に
再
開
す
る
︒

　

な
お
︑
指
導
講
習
等
お
よ

び
適
性
診
断
の
予
約
は
︑
当

面
の
間
︑
９
月
末
ま
で
の
予

約
を
受
け
付
け
て
い
る
︒

　

ま
た
︑
運
輸
安
全
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
関
連
業
務
（
安
全
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
︑
講
師
派
遣
︑
運
輸
安
全

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
評
価
）
に
つ

い
て
も
︑
６
月
１
日
よ
り
再

開
す
る
︒

全
国
・
ブ
ロ
ッ
ク
紙
へ
意

見
広
告
「
社
会
と
く
ら
し

を
支
え
続
け
る
ト
ラ
ッ
ク
」

ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
へ
の

支
援
に
感
謝

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

５
月
19
日
か
ら
29
日
に
か
け

て
︑
全
国
紙
（
朝
日
新
聞
︑

読
売
新
聞
︑
毎
日
新
聞
︑
産

経
新
聞
︑
日
本
経
済
新
聞
）

と
ブ
ロ
ッ
ク
紙
等
（
北
海
道

新
聞
︑
河
北
新
報
︑
東
京
新

聞
︑新
潟
日
報
︑北
國
新
聞
︑

中
日
新
聞
︑北
陸
中
日
新
聞
︑

中
国
新
聞
︑
愛
媛
新
聞
︑
西

日
本
新
聞
）
の
朝
刊
に
︑
全

７
段
サ
イ
ズ
の
﹁
社
会
と
く

ら
し
を
支
え
続
け
る
ト
ラ
ッ

ク
﹂
を
訴
え
る
意
見
広
告
を

掲
出
し
た
︒

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
拡
大
に
よ
り
︑
全
国

に
緊
急
事
態
宣
言
が
発
出
さ

れ
た
な
か
で
も
︑
エ
ッ
セ
ン
シ

ャ
ル
（
社
会
機
能
維
持
に
必

要
不
可
欠
）
な
業
種
で
あ
る

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
は
︑
ひ

と
時
も
休
む
こ
と
な
く
物
流

を
維
持
し
︑国
民
の
生
活
（
く

ら
し
）
と
経
済
を
支
え
続
け

た
︒
そ
の
一
方
で
︑
一
般
市

民
と
直
接
対
峙
す
る
ト
ラ
ッ

ク
ド
ラ
イ
バ
ー
は
︑
い
わ
れ

な
き
差
別
や
中
傷
を
受
け
た

こ
と
か
ら
︑﹁
ト
ラ
ッ
ク
は﹃
社

会
と
く
ら
し
﹄
を
支
え
続
け

ま
す
！
﹂
と
︑
安
全
で
衛
生

管
理
を
徹
底
し
た
輸
送
業
務

に
従
事
し
て
い
る
こ
と
を
訴

え
る
内
容
︒

　

ま
た
︑そ
の
よ
う
な
な
か
︑

全
国
の
皆
様
か
ら
ト
ラ
ッ
ク

ド
ラ
イ
バ
ー
や
事
業
者
へ
の

温
か
い
支
援
と
励
ま
し
の
言

葉
を
い
た
だ
い
た
こ
と
か
ら
︑

﹁
ド
ラ
イ
バ
ー
に
誇
り
と
勇

気
を
頂
き
感
謝
し
ま
す
！
﹂

と
お
礼
を
述
べ
る
内
容
と
な

っ
て
い
る
（
写
真
㊧
）︒

青
年
経
営
者
等
に
よ
る
先
進
的  

 
な
事
業
取
組
に
対
す
る
顕
彰

申
請
受
付
期
間　

６
月
１
日
〜
10
月
31
日
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ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

物流ジャーナリスト　森田 富士夫

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
１
日
も
早
い
終
息
が
望
ま
れ
る
︒

こ
の
間
に
は
様
々
な
経
緯
が
あ
っ

た
が
︑
そ
の
な
か
で
﹁
エ
ッ
セ
ン
シ

ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
﹂
と
い
う
言
葉
を

耳
に
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
︒

﹁
健
康
や
生
活
に
必
要
不
可
欠
な

職
業
に
従
事
し
て
い
る
人
た
ち
﹂

を
表
す
言
葉
だ
︒
医
療
機
関
︑

介
護
な
ど
の
社
会
福
祉
︑
公
共
交

通
機
関
︑
食
品
や
日
用
品
な
ど
の

小
売
業
で
働
い
て
い
る
人
た
ち
な

ど
で
あ
る
︒
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ

ー
を
は
じ
め
物
流
分
野
で
働
い
て

い
る
人
た
ち
も
︑
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
で
あ
る
︒

　

こ
れ
ら
の
人
た
ち
に
共
通
し
て

い
る
の
は
︑﹁
在
宅
勤
務
が
で
き
な

い
﹂
こ
と
だ
︒
し
た
が
っ
て
﹁
感

染
リ
ス
ク
が
高
い
条
件
下
で
も
︑

感
染
防
止
策
を
施
し
な
が
ら
現
場

の
第
１
線
で
働
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
﹂︒
な
か
に
は
︑
家

族
へ
の
感
染
を
危
惧
し

て
自
宅
に
帰
ら
ず
に
奮

闘
し
て
い
る
医
療
従
事

者
も
い
る
と
い
う
︒
と

こ
ろ
が
︑﹁
同
様
に
自

宅
に
帰
れ
な
い
ド
ラ
イ

バ
ー
も
存
在
す
る
﹂︒

家
族
へ
の
感
染
防
止
だ

け
で
な
く
﹁
子
ど
も
の

登
校
自
粛
や
家
族
が
会
社
へ
の

出
社
を
禁
止
さ
れ
る
﹂か
ら
だ
︒

　

愛
媛
県
新
居
浜
市
の
小
学
校

で
︑
長
距
離
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ

バ
ー
の
子
ど
も
に
登
校
し
な
い

よ
う
要
請
し
て
い
た
と
い
う
ニ

ュ
ー
ス
は
広
く
知
ら
れ
て
い
る
︒

長
距
離
ド
ラ
イ

バ
ー
は
感
染
拡

大
地
域
に
行
く

か
ら
と
い
う
の

が
理
由
だ
が
︑

感
染
予
防
対
策

を
と
り
︑
子
ど

も
た
ち
も
健
康

上
の
問
題
は
な

か
っ
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
で
あ
る
︒

ド
ラ
イ
バ
ー
が

勤
務
す
る
運
送

会
社
の
抗
議
で

学
校
側
は
謝
罪

し
︑
子
ど
も
た

ち
も
登
校
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
︒

　

と
こ
ろ
が
︑﹁
新
居
浜
市
の

ケ
ー
ス
は
氷
山
の
一
角
に
過
ぎ

な
い
﹂︒
例
え
ば
山
形
県
ト
ラ

ッ
ク
協
会
は
４
月
23
日
に
︑
ド

ラ
イ
バ
ー
と
そ
の
子
ど
も
た
ち

に
対
す
る
差
別
的
な
扱
い
を
な

く
す
よ
う
に
︑
県
教
育
長
に
申

し
入
れ
た
︒
山
形
県
ト
協
に
は
会

員
か
ら
電
話
な
ど
が
入
っ
て
い
た

こ
と
も
あ
り
︑
４
月
13
日
～
15
日

の
間
︑
全
会
員
に
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
た
︒
僅
か

３
日
間
で
︑
し
か
も
記
入
式
回
答

に
も
か
か
わ
ら
ず
︑
３
％
強
の
回

答
が
あ
っ
た
︒
電
話
と
メ
ー
ル
の

回
答
も
加
え
る
と
約
７
％
と
い
う

高
い
回
答
率
で
あ
る
︒

　

回
答
に
は
﹁
子
ど
も
が
入
学
式

へ
の
出
席
自
粛
を
求
め
ら
れ
た
﹂︑

﹁
妻
や
娘
が
会
社
か
ら
出
社
し
な

い
よ
う
に
言
わ
れ
た
﹂︑﹁
近
所
に

住
ん
で
い
る
甥
ま
で
登
校
を
自
粛

さ
せ
ら
れ
た
﹂︑﹁
家
族
が
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
の
受
け
入
れ
を
拒
否
さ
れ

た
﹂
な
ど
の
実
態
が
記
さ
れ
て
い

る
︒
ア
ン
ケ
ー
ト
の
高
回
答
率
が
︑

何
よ
り
事
態
の
深
刻
さ
を
如
実
に

物
語
っ
て
い
る
︒
山
形
県
ト
協
か

ら
の
県
教
育
長
へ
の
申
し
入
れ
︑

さ
ら
に
新
聞
へ
の
意
見
広
告
︑
テ

レ
ビ
の
ス
ポ
ッ
ト
Ｃ
Ｍ
な
ど
で
事

態
は
改
善
さ
れ
つ
つ
あ
る
が
︑
事

は
重
大
で
あ
る
︒

　

各
事
業
者
に
お
い
て
も
従
業
員

と
家
族
の
実
態
を
把
握
し
︑
偏
見

を
払
拭
す
る
対
応
が
必
要
だ
︒
そ

の
よ
う
な
経
営
者
の
毅
然
と
し
た

姿
勢
が
﹁
仕
事
へ
の
誇
り
に
繋
が

る
﹂
の
で
あ
る
︒

第
256
回

従業員に対する偏見の払
ふ っ し ょ く

拭

　

コ
ロ
ナ
禍
の

影
響
を
受
け
︑

ト
ラ
ッ
ク
の
稼

働
率
が
急
激
に
低
下
︑
も
し
く
は
異
常
な
ま

で
に
上
昇
し
た
場
合
︑
そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
に

対
し
て
適
切
な
タ
イ
ヤ
ケ
ア
を
施
さ
な
い
と
︑

今
後
大
き
な
タ
イ
ヤ
ト
ラ
ブ
ル
に
発
展
す
る

危
険
性
が
あ
り
ま
す
︒

　

ま
ず
は
︑
毎
日
稼
働
し
て
い
た
ト
ラ
ッ
ク

を
駐
車
場
に
何
か
月
も
停
め
る
場
合
で
す
︒

ト
ラ
ッ
ク
の
稼
働
率
が
０
％
に
な
っ
た
時
︑
最

も
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
︑
タ
イ

ヤ
接
地
面
に
起
き
る
﹁
フ
ラ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
現

象
﹂
で
す
︒
こ
の
現
象
は
一
度
発
生
す
る
と

修
復
が
難
し
く
︑
新
品
タ
イ
ヤ
へ
の
交
換
が

　

こ
の
よ
う
な
危
険
性
が
あ
る
の
で
︑
長
期
間

停
め
た
ト
ラ
ッ
ク
を
再
稼
働
さ
せ
る
時
は
︑
タ

イ
ヤ
シ
ョ
ッ
プ
に
立
ち
寄
っ
て
く
だ
さ
い
︒
タ
イ

ヤ
の
空
気
圧
も
予
想
以
上
に
大
き
く
低
下
し
て

い
ま
す
か
ら
︑
安
全
性
を
確
保
し
︑
燃
費
性
能

を
上
げ
る
意
味
で
も
︑
タ
イ
ヤ
の
総
点
検
が
必

要
で
す
︒

　

続
い
て
︑
ト
ラ
ッ
ク
の
稼
働
率
が
急
激
に
上

昇
し
た
時
︑
こ
ち
ら
も
新
た
な
問
題
が
懸
念
さ

れ
ま
す
︒

　

移
動
の
自
粛
に
よ
り
︑
乗
用
車
の
交
通
量
が

劇
的
に
減
少
し
︑
道
路
が
空
い
て
渋
滞
が
発
生

し
な
い
た
め
︑
ト
ラ
ッ
ク
の
平
均
速
度
が
上
昇

し
て
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
︒

　

走
行
中
に
生
じ
る
ト
ラ
ッ
ク
タ
イ
ヤ
の
負
荷

即
時
必
要
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
︒

　

停
め
た
ま
ま
の
ト
ラ
ッ
ク
と
は
い
え
︑
空
車
の

４
㌧
車
で
あ
っ
て
も
︑
タ
イ
ヤ
１
本
当
た
り
５
０

０
㌔
㌘
以
上
の
重
量
が
か
か
り
ま
す
か
ら
︑
ゴ

ム
製
タ
イ
ヤ
は
変
形
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
︒
タ

イ
ヤ
の
接
地
面
中
央
が
そ
の
重
量
で
圧
し
潰
さ

れ
︑
そ
れ
が
長
く
続
く
と
﹁
平
ら
﹂
に
陥
没
す

る
時
が
あ
り
ま
す
︒

　

そ
の
状
態
が
︑フ
ラ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
現
象
で
す
︒

も
ち
ろ
ん
︑
ト
ラ
ッ
ク
を
動
か
し
て
︑
タ
イ
ヤ

を
温
め
れ
ば
︑
元
通
り
に
な
る
こ
と
が
ほ
と
ん

ど
で
す
︒
た
だ
し
︑
元
に
戻
ら
な
い
場
合
は
︑

タ
イ
ヤ
か
ら
振
動
音
が
鳴
り
続
け
︑
そ
の
ま
ま

タ
イ
ヤ
が
破
裂
（
バ
ー
ス
ト
）
す
る
ケ
ー
ス
も

あ
り
ま
す
︒

を
考
え
る
時
︑﹁
積
載
率
（
Ｗ
）
×
速
度
（
Ｓ
）﹂

と
い
う
数
式（
Ｗ
Ｓ
値
）を
使
い
ま
す
︒例
え
ば
︑

食
品
輸
送
を
行
う
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
は
︑
常
時
１

０
０
％
付
近
の
積
載
率
に
加
え
︑
前
述
の
と
お

り
︑
平
均
速
度
も
以
前
よ
り
増
し
て
い
ま
す
︒

　

つ
ま
り
︑
Ｗ
Ｓ
値
は
と
て
も
高
い
状
態
で
す
︒

ま
た
︑
Ｗ
Ｓ
値
が
上
が
れ
ば
︑
路
面
に
落
ち
て

い
る
ク
ギ
が
タ
イ
ヤ
の
接
地
面
に
勢
い
よ
く
刺
さ

る
の
で
︑
パ
ン
ク
す
る
確
率
が
高
く

な
り
ま
す
︒

　

そ
の
理
由
か
ら
︑
ト
ラ
ッ
ク
の
稼

働
率
が
急
激
に
上
が
っ
た
車
両
に
関

し
て
は
︑
タ
イ
ヤ
の
鮮
度
と
溝
の
深

さ
を
十
分
確
保
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
︒

　

こ
れ
か
ら
始
ま
る
夏
場
は
︑
さ
ら

に
﹁
熱
﹂
が
加
わ
り
ま
す
︒
熱
で
弱

っ
た
タ
イ
ヤ
は
バ
ー
ス
ト
の
危
険
性

に
さ
ら
さ
れ
ま
す
︒
物
流
を
支
え
る

ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
様
の
安
全
を
守
る

意
味
で
も
︑
最
大
限
の
タ
イ
ヤ
ケ
ア

を
施
す
こ
と
が
急
務
で
す
︒

第
109
回 

「
コ
ロ
ナ
禍
を
安
全
に
乗
り
切
る

タ
イ
ヤ
ケ
ア
術
」

危険予知訓練（KYT）シートの解説
▶交通事故防止編

（
２
面
）

☟
こ
の
角
を
基
準
に
拡
大
率
を
220
％
に
設
定
す
る
と
、
A4
サ
イ
ズ
で
プ
リ
ン
ト
で
き
ま
す
。

どのような危険がありますか？

どのような運転をすれば危険を避け
ることができますか？

①雨天時は路面が濡れており、大変滑りやすくなってい
ます。そのため、ブレーキが効きはじめてから停止する
までの距離は晴天時よりも長くなります。この場面では、
対向車が接近していることから、前車が一時停止する
ことが考えられます。「そのまま右折していくだろう」と
安易に運転していると、雨で停止距離が伸びて追突す
る危険があります。雨の日は、車間距離を晴天時よりも
大きくとるとともに、早めのブレーキを操作を徹底しま
しょう。

②一時停止した前車を避けようと、左に車線変更すると、
左側方を走行してきた二輪車と衝突する危険がありま
す。雨天時は前方はもちろん、周囲への視界も悪化す
るため、危険を見落としたり、発見が遅れがちになりま
す。どしゃ降りの時はミラーも水滴で見えにくくなりま
す。二輪車は特に見落としやすくなるので注意しましょ
う。車線変更する時は、目視でしっかり安全を確認した
上で、慎重に行いましょう。

③前方には、駐車場から出てくる車両がいます。雨による
視界の悪さで、自車の接近に気づいていないおそれ
があります。また、気づいていても「早く行ってしまお
う」と強引に自車の前に出てくることも考えられます。
雨の日は、他車は自車に気づいていないことを予測し、

①雨のため停止距離が伸びて前車に追突する危険
があります（図１）。

②前車を避けようとして、左へ車線変更すると、左
側方の二輪車と衝突する危険があります（図2）。

③左側の店舗から出てきた車を見落とし衝突する
危険があります（図3）。

　あなたはどしゃ降りの中、店舗が並ぶ片側２
車線道路を走行しています。前方の車は、道路
右側のスーパーの駐車場に入ろうと合図を出
しました。この場面にはどのような危険がありま
すか。また、危険を避けるためにはどのような
運転をすればよいでしょうか。考えてみましょう。

図１

図２

図３

駐車場等から出てくる車がいる場合は、道を譲
るなどして先に行かせましょう。近年、集中豪雨
の頻度が高まっています。①スピード抑止、②車
間距離確保、③急のつかない操作を徹底し、梅
雨の季節を乗り切りましょう。

ま
で
の
間
に
自
動
車
登
録
窓

口
に
提
出
さ
れ
た
場
合
︑
有

効
と
な
る
︒

②
自
動
車
の
保
管
場
所
を
確

保
し
て
い
る
こ
と
を
証
す
る

書
面

　

２
年
２
月
28
日
～
８
月
28

日
に
発
行
さ
れ
た
も
の
に
つ

い
て
︑
２
年
10
月
８
日
ま
で

の
間
に
同
窓
口
に
提
出
さ
れ

た
場
合
︑
有
効
と
な
る
︒

③
自
動
車
の
使
用
の
本
拠
の

位
置
を
証
す
る
書
面
お
よ
び

使
用
者
の
住
所
を
証
す
る
書

面
等
（
営
業
証
明
書
等
）

　

２
年
１
月
８
日
～
７
月
７

日
に
発
行
さ
れ
た
も
の
に
つ

い
て
︑
２
年
10
月
８
日
ま
で

の
間
に
同
窓
口
に
提
出
さ
れ

た
場
合
︑
有
効
と
な
る
︒

 

コ
ン
テ
ナ
へ
の
ヒ
ア
リ
侵
入

防
止
対
策
徹
底
を
呼
び
か

け中
国
等
か
ら
の
コ
ン
テ
ナ
に

多
く
生
息

　

国
土
交
通
省
は
︑
全
日
本

ト
ラ
ッ
ク
協
会
の
会
員
事
業

者
に
対
し
︑
コ
ン
テ
ナ
へ
の
ヒ

ア
リ
侵
入
防
止
対
策
の
徹
底

を
呼
び
か
け
て
い
る
︒

　

ヒ
ア
リ
は
︑
平
成
29
年
６

月
に
国
内
で
初
め
て
確
認
さ

れ
て
以
降
︑
現
在
ま
で
に
15

都
道
府
県
で
48
事
例
が
確
認

さ
れ
て
い
る
︒
そ
の
う
ち
︑

国
内
へ
の
移
入
経
路
が
確
認

さ
れ
た
も
の
の
多
く
が
︑
中

国
を
出
港
し
︑
ま
た
は
経
由

し
た
コ
ン
テ
ナ
に
由
来
し
た

も
の
と
な
っ
て
い
る
︒

　

コ
ン
テ
ナ
が
輸
入
さ
れ
た

港
湾
や
配
送
先
︑
コ
ン
テ
ナ

置
き
場
等
で
ヒ
ア
リ
が
発
見

さ
れ
た
場
合
︑
完
全
に
駆
除

し
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
な
け

れ
ば
︑
関
係
法
令
に
よ
り
コ

ン
テ
ナ
や
荷
物
の
移
動
が
で

き
な
く
な
る
た
め
︑
事
業
リ

ス
ク
に
も
繋
が
り
か
ね
な
い
︒

　

国
交
省
で
は
︑
我
が
国
へ

の
ヒ
ア
リ
の
侵
入
・
定
着
を

防
ぐ
た
め
︑
ヒ
ア
リ
生
息
地

（
中
国
・
台
湾
等
）
を
出
港

・
経
由
す
る
コ
ン
テ
ナ
に
対

し
て
︑
以
下
の
対
策
の
実
施

を
呼
び
か
け
て
い
る
︒

①
荷
物
積
込
み
時
・
出
荷
時

　

空
コ
ン
テ
ナ
受
取
時
に
内

部
の
確
認
を
す
る
と
と
も
に
︑

積
荷
を
積
み
込
む
前
に
︑
ヒ

ア
リ
と
疑
わ
れ
る
ア
リ
類
が

侵
入
し
て
い
な
い
こ
と
を
確

認
す
る
︒
ま
た
︑
積
荷
に
ヒ

ア
リ
と
疑
わ
れ
る
ア
リ
類
が

付
着
し
て
い
な
い
こ
と
を
確

認
す
る
︒

②
コ
ン
テ
ナ
ヤ
ー
ド
等
に
お

け
る
確
認

　

コ
ン
テ
ナ
ヤ
ー
ド
に
荷
揚

げ
さ
れ
た
コ
ン
テ
ナ
に
︑
ヒ

ア
リ
と
疑
わ
れ
る
ア
リ
類
が

付
着
し
て
い
な
い
こ
と
を
確

認
す
る
︒

③
コ
ン
テ
ナ
開
封
時
等
に
お

け
る
確
認

　

コ
ン
テ
ナ
開
封
時
お
よ
び

積
荷
搬
出
時
に
︑
ヒ
ア
リ
と

疑
わ
れ
る
ア
リ
類
が
い
な
い

こ
と
を
確
認
す
る
︒
ま
た
︑

積
荷
搬
出
後
に
は
︑積
荷（
梱

包
材
も
含
む
）
と
空
に
な
っ

た
コ
ン
テ
ナ
を
確
認
す
る
︒

　

な
お
︑
ヒ
ア
リ
発
見
時
の

対
応
等
︑詳
細
に
つ
い
て
は
︑

全
ト
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
い
る
︒

倉
庫
・
配
送
セ
ン
タ
ー
整

備
に
係
る
費
用
を
補
助

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
対
策
の

た
め
の
国
内
投
資
促
進

事
業
費
補
助
金

　

経
済
産
業
省
で
は
現
在
︑

令
和
２
年
度
補
正
予
算
に
よ

り
︑﹁
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
対

　

国
土
交
通
省
は
５
月
21

日
︑
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
の
一
環
と
し
て
︑

自
動
車
登
録
申
請
書
の
添
付

書
類
の
有
効
期
間
を
以
下
の

通
り
延
長
す
る
こ
と
を
発
表

し
た
︒

①
印
鑑
に
関
す
る
証
明
書

　

令
和
２
年
１
月
８
日
～
７

月
７
日
に
発
行
さ
れ
た
も
の

に
つ
い
て
︑
２
年
10
月
８
日

独
創
的
・
先
進
的
な
安

全
衛
生
対
策
を
募
集

高
年
齢
労
働
者
安
全
衛
生

対
策
等
実
証
事
業

　

厚
生
労
働
省
で
は
現
在
︑

令
和
２
年
度
高
年
齢
労
働
者

安
全
衛
生
対
策
実
証
等
事
業

に
お
け
る
︑﹁
実
証
対
象
の

安
全
衛
生
対
策
の
募
集
﹂
を

行
っ
て
い
る
︒

　

高
齢
社
会
が
進
展
す
る

中
︑
高
年
齢
労
働
者
が
安
全

に
安
心
し
て
働
く
た
め
の
安

全
衛
生
対
策
が
求
め
ら
れ
て

い
る
︒そ
こ
で
厚
労
省
で
は
︑

高
年
齢
労
働
安
全
衛
生
対
策

の
普
及
の
た
め
の
独
創
的
・

先
進
的
な
安
全
衛
生
対
策
を

募
集
し
て
い
る
︒

　

募
集
対
象
と
な
る
の
は
︑

身
体
機
能
の
低
下
等
︑
高
年

齢
労
働
者
の
特
性
に
配
慮
し

た
技
術
・
機
器
・
取
り
組
み

等
の
う
ち
︑
独
創
的
・
先
進

的
な
も
の
︒
労
働
災
害
防
止

効
果
等
が
実
証
さ
れ
た
対
策

に
は
︑
同
事
業
の
オ
リ
ジ
ナ

ル
ロ
ゴ
マ
ー
ク
が
交
付
さ
れ

る
ほ
か
︑
実
証
結
果
に
つ
い

て
は
厚
労
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
Ｈ
Ｐ
）
で
公
開
さ
れ
る
︒

　

募
集
期
間
は
７
月
14
日
㈫

ま
で
︒
詳
細
に
つ
い
て
は
︑（
一

社
）
埼
玉
県
環
境
検
査
研
究

協
会
（
同
事
業
実
証
機
関
）

Ｈ
Ｐ
を
参
照
の
こ
と
︒

総 務 省

経 産 省

策
の
た
め
の
国
内
投
資
促
進

事
業
費
補
助
金
﹂
補
助
事
業

者
の
募
集
を
行
っ
て
い
る
︒

　

同
事
業
は
︑
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に

伴
い
︑
我
が
国
サ
プ
ラ
イ
チ

ェ
ー
ン
の
脆
弱
性
が
顕
在
化

し
た
こ
と
か
ら
︑
生
産
拠
点

の
集
中
度
が
高
い
製
品
・
部

素
材
︑
ま
た
は
国
民
が
健
康

な
生
活
を
営
む
上
で
重
要
な

製
品
・
部
素
材
に
関
し
︑
国

内
の
生
産
拠
点
等
の
整
備
を

進
め
る
こ
と
に
よ
り
︑
製
品

・
部
素
材
の
円
滑
な
供
給
を

確
保
す
る
な
ど
︑
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
の
強
靭
化
を
図
る

た
め
に
実
施
す
る
も
の
︒

　

補
助
対
象
施
設
と
し
て
︑

﹁
道
路
貨
物
運
送
業
等
の
用

に
供
さ
れ
る
倉
庫
ま
た
は
配

送
セ
ン
タ
ー
（
自
ら
使
用
す

る
施
設
）﹂
が
挙
げ
ら
れ
て
い

る
︒

　

公
募
期
間
は
７
月
22
日
㈬

（
郵
送
︑
同
日
正
午
必
着
）

ま
で
︒

　

応
募
に
関
す
る
詳
細
に
つ

い
て
は
︑（
一
社
）
環
境
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
会
議
（
基
金

設
置
法
人
）
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
参
照
の
こ
と
︒

 

低
炭
素
型
デ
ィ
ー
ゼ
ル
ト
ラ
ッ

ク
等
の
導
入
補
助
を
実
施

Ｌ
Ｅ
Ｖ
Ｏ

　
（
一
財
）
環
境
優
良
車
普

及
機
構
（
Ｌ
Ｅ
Ｖ
Ｏ
）
は
５

月
29
日
︑
環
境
省
か
ら
の
令

和
２
年
度
﹁
二
酸
化
炭
素
排

出
抑
制
対
策
事
業
費
等
補
助

金
﹂
を
活
用
し
︑
中
小
ト
ラ

ッ
ク
運
送
事
業
者
を
対
象
に

低
炭
素
型
デ
ィ
ー
ゼ
ル
ト
ラ

ッ
ク
お
よ
び
大
型
天
然
ガ
ス

ト
ラ
ッ
ク
の
導
入
を
支
援
す

る
︑﹁
低
炭
素
型
デ
ィ
ー
ゼ
ル

ト
ラ
ッ
ク
等
普
及
加
速
化
事

業
﹂
の
申
請
受
付
を
開
始
し

た
︒

　

同
事
業
は
︑
燃
費
性
能
の

高
い
低
炭
素
型
デ
ィ
ー
ゼ
ル

ト
ラ
ッ
ク
お
よ
び
大
型
天
然

ガ
ス
ト
ラ
ッ
ク
の
導
入
を
支

援
し
︑
低
炭
素
社
会
の
創
出

を
促
進
す
る
た
め
に
実
施
す

る
も
の
︒
予
算
額
は
約
28
億

円
︒

　

な
お
︑
今
年
度
よ
り
Ｇ
マ

ー
ク
取
得
も
燃
費
改
善
の
取

組
体
制
に
係
る
第
三
者
認
証

と
し
て
認
め
ら
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
︒

　

補
助
対
象
・
補
助
金
額
は

図
の
通
り
︒
ま
た
︑
申
請
台

数
は
１
事
業
者
２
台
と
な
っ

て
い
る
︒

　

な
お
︑
詳
細
に
つ
い
て
は

Ｌ
Ｅ
Ｖ
Ｏ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

参
照
の
こ
と
︒

図  令和２年度「二酸化炭素排出抑制対策事業費等補助金」
■低炭素型ディーゼルトラック
・補助対象：令和２年４月１日～ 3 年１月 29 日までに新車新規登録し、

平成 27 年度重量車燃費基準を大型車は＋５％以上、中型車および小型
車は＋ 10％以上達成した車両。

・対象車両区分と補助額
車両区分

（車両総重量）
平成 27 年度

燃費基準
基準額（万円）

廃車あり 廃車なし

大型（12 トン超）
+10％以上 75 50
+5％以上 50 37.5

中型（7.5 トン超～ 12 トン以下） +10％以上 42 28
小型（3.5トン超～7.5トン以下） +10％以上 15 10
※廃車の要件については、LEVO ホームページを参照のこと。

■大型天然ガストラック
・詳細については LEVO 低炭素型ディーゼル車等普及事業執行グループま

で問い合わせのこと（☎ 03・5341・4577）。

６
月
１
日
～
10
日
は
﹁
電

波
利
用
環
境
保
護
周
知

啓
発
強
化
期
間
﹂

不
法
無
線
局
対
策
を
強
化

　

総
務
省
で
は
︑
不
法
無
線

局
の
未
然
防
止
を
図
り
︑
電

波
利
用
環
境
保
護
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
︑
毎
年
６
月
１

日
か
ら
10
日
ま
で
を
﹁
電
波

利
用
環
境
保
護
周
知
啓
発
強

化
期
間
﹂
と
し
て
設
定
︒
電

波
の
利
用
に
対
す
る
正
し
い

知
識
等
の
周
知
・
啓
発
活
動

を
実
施
し
︑
ポ
ス
タ
ー
（
写

真
）
を
作
成
し
て
電
波
の
利

用
ル
ー
ル
遵
守
を
呼
び
か
け

て
い
る
︒

　

不
法
無
線
局
に
よ
る
混
信

・
妨
害
に
つ
い
て
は
︑
ダ
ン

プ
カ
ー
な
ど
の
大
型
ト
ラ
ッ

ク
等
に
設
置
さ
れ
た
︑
不
法

な
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
・
パ
ー
ソ

ナ
ル
無
線
や
市
民
ラ
ジ
オ
の

運
用
に
よ
る
も
の
が
多
数
含

ま
れ
て
お
り
︑
総
務
省
で
は

関
係
省
庁
・
団
体
に
対
し
︑

車
両
に
搭
載
さ
れ
る
不
法
無

線
局
の
開
設
・
運
用
防
止
へ

の
協
力
を
求
め
て
い
る
︒

自
動
車
登
録
申
請
書
の　
　
　

添
付
書
類
の
有
効
期
間
を
延
長

10
月
８
日
ま
で
に
提
出
の
場
合
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安全運行のオアシス トラックステーション
全国27か所のトラックステーション（TS）は

トラックドライバーの安全運行を支える、

長距離運行に欠かせない

休憩施設です。

全国27か所のトラックステーション（TS）は

トラックドライバーの安全運行を支える、

長距離運行に欠かせない

休憩施設です。

名称 所在地 電話番号 駐車
台数

❶ 札　幌 北海道札幌市厚別区厚別東 5 条 1-1-2　 011-897-9101 39

❷ 苫小牧 北海道苫小牧市ウトナイ北 11-11-33 0144-55-7491 80

❸ 青　森 青森県青森市大字荒川字品川 110-1 017-729-2000
（公社）青森県トラック協会

41

❹ 仙　台 宮城県仙台市宮城野区苦竹 4-1-15 022-232-9336 39

❺ 白河の関 福島県西白河郡泉崎村大字泉崎字夏針 15-1 0248-21-7167 45

❻ 茨　城 茨城県小美玉市西郷地字新田 1390 0299-48-3455 30

❼ 矢　板 栃木県矢板市乙畑 440-2　 0287-48-1919 46

❽ 大　宮 埼玉県さいたま市西区三橋 6-699-1 048-623-6815 41

❾ 東　神 神奈川県大和市上草柳 588 046-261-1100 97

� 新　潟 新潟県新潟市西区山田 196-1　 025-233-6961 52

� 金　沢 石川県金沢市千木町ル 21-1　 076-257-2755 56

� 浜　松 静岡県浜松市東区流通元町 2-3 053-421-5311 116

� 安　城 愛知県安城市尾崎町大縄 19-1 0566-98-8823 74

� 名古屋 愛知県名古屋市港区藤前 3-601 052-303-2188 97

� 亀　山 三重県亀山市小野町桜ロ 586-4 0595-82-3935 82

� 彦　根 滋賀県彦根市鳥居本町字むさ満 2337-1 0749-26-0156 45

� 大　阪 大阪府寝屋川市木屋元町 20-1 072-832-2362 80

� 奈良・針 奈良県奈良市針町 487-1　 0743-82-0622 60

� 岡　山 岡山県岡山市中区倉富 285-19 086-277-4055 53

� 尾　道 広島県尾道市高須町字才ケ久保 21193-3 0848-46-1882 37

� 三　次 広島県三次市西酒屋町船所 1468 0824-63-0025 30

� 北九州 福岡県北九州市小倉北区東港 1-3 093-581-5031 70

� 鳥　栖 佐賀県鳥栖市永吉町 617-1 0942-83-7035 48

� 諫　早 長崎県諫早市貝津町 1051-12 0957-26-8228 45

� 大　分 大分県大分市大字上戸次字宇土ノロ 6045-2 097-597-6233 43

� 宮　崎 宮崎県児湯郡新富町大字三納代字畑中 1765-1 0983-33-0880 18

� 鹿児島 鹿児島県鹿児島市西別府町 2941-19
（流通業務団地内）　 099-281-5960 50

※ 駐車台数は大型車とトレーラの台数の合計。なお、諫早TSは5台の中型車を含む。

　

人
手
不
足
の
労
働
市
場
の

中
で
︑
従
業
員
の
採
用
が
う

ま
く
い
か
な
い
︑
従
業
員
が

定
着
せ
ず
離
職
し
て
し
ま
う

な
ど
︑
人
材
確
保
に
問
題
を

抱
え
て
い
る
事
業
所
が
数
多

く
存
在
す
る
︒
こ
れ
ら
の
企

業
の
雇
用
管
理
の
状
況
を
分

析
し
て
い
く
と
︑﹁
採
用
管

理
﹂
や
﹁
定
着
管
理
﹂
の
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
が
十
分
で
な
い

た
め
に
︑
人
材
確
保
が
う
ま

く
い
か
な
い
企
業
が
み
ら
れ

組
織
文
化
﹂
と
い
う
も
の
が

あ
り
︑
そ
れ
が
職
場
の
働
き

や
す
さ
・
働
き
が
い
︑
あ
る

い
は
企
業
の
採
用
力
・
人
材

の
定
着
に
繋
が
っ
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
︒逆
に
い
え
ば
︑

﹁
⑩
経
営
理
念
﹂
や
﹁
⑪
組

織
文
化
﹂
を
考
え
る
こ
と
に

よ
っ
て
︑
企
業
の
採
用
力
や

人
材
の
定
着
を
よ
り
確
実
な

も
の
と
す
る
こ
と
が
で
き
る

可
能
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と

で
あ
る
︒

　

な
お
︑
図
１
で
は
︑
人
材

確
保
の
問
題
の
４
分
野
（﹁
採

用
管
理
﹂﹁
定
着
管
理
﹂﹁
就

労
条
件
﹂﹁
理
念
・
価
値
観
﹂）

る
︒

　
﹁
採
用
管
理
﹂
は
︑
さ
ら

に
分
類
す
る
と
﹁
①
募
集
﹂

と
﹁
②
選
考
﹂
に
分
け
る
こ

と
が
で
き
︑﹁
定
着
管
理
﹂

は
︑﹁
③
配
置
・
配
属
﹂︑﹁
④

評
価
・
処
遇
﹂︑﹁
⑤
教
育
訓

練
・
能
力
開
発
﹂
の
面
か
ら

考
え
る
こ
と
が
で
き
る
が
︑

人
材
確
保
を
進
め
る
た
め
に

は
︑
ま
ず
こ
れ
ら
の
取
り
組

み
に
改
善
の
余
地
が
な
い
か

ど
う
か
を
考
え
て
み
る
こ
と

の
相
関
関
係
に
つ
い
て
ま
と

め
て
い
る
︒
人
材
確
保
を
う

ま
く
進
め
て
い
く
た
め
に
は
︑

　

図
２
で
は
︑
人
材
確
保
の

問
題
の
４
分
野
ご
と
に
︑
自

社
に
お
け
る
課
題
を
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
る
チ
ェ
ッ
ク
表

を
示
し
て
い
る
︒

　

な
お
︑
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題

解
決
に
向
け
た
具
体
的
な
取

り
組
み
方
法
や
取
り
組
み
事

が
重
要
で
あ
る
︒

　

ま
た
︑
分
析
を
進
め
て
い

く
と
︑﹁
採
用
管
理
﹂
や
﹁
定

着
管
理
﹂
と
い
う
レ
ベ
ル
の

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
問
題
で
は

な
く
︑﹁
⑥
労
働
条
件
﹂や﹁
⑦

労
働
環
境
﹂︑﹁
⑧
人
間
関

係
﹂︑﹁
⑨
福
利
厚
生
﹂
な
ど

と
い
っ
た
従
業
員
の
働
く
環
境

（﹁
就
労
条
件
﹂）
自
体
に
改

善
や
工
夫
の
余
地
が
あ
る
ケ

ー
ス
も
あ
る
︒
逆
に
︑
そ
れ

ら
の
就
労
条
件
が
整
っ
て
い

れ
ば
︑
従
業
員
に
と
っ
て
職

場
が
働
き
や
す
い
働
き
が
い

の
あ
る
も
の
と
な
り
︑
そ
の

よ
う
な
職
場
で
は
採
用
も
順

各
分
野
に
お
け
る
た
ゆ
ま
ぬ

改
善
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る

と
い
え
よ
う
︒

例
に
つ
い
て
は
︑
厚
労
省
が

取
り
ま
と
め
た
﹃
人
材
確
保

の
た
め
の
雇
用
管
理
改
善
促

進
事
業　

人
材
確
保
に
﹁
効

く
﹂
事
例
集
﹄
で
紹
介
さ
れ

て
い
る
の
で
︑
参
考
に
し
て

い
た
だ
き
た
い
︒

調
で
︑
従
業
員
の
定
着
も
よ

い
と
考
え
ら
れ
る
︒
人
材
確

保
を
進
め
る
た
め
に
は
︑﹁
採

用
管
理
﹂
や
﹁
定
着
管
理
﹂

の
問
題
の
次
に
︑
こ
れ
ら
の

﹁
就
労
条
件
﹂に
つ
い
て
も
︑

改
善
の
余
地
が
な
い
か
ど
う

か
を
考
え
て
み
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
︒

　

さ
ら
に
人
材
確
保
の
問
題

を
突
き
詰
め
て
考
え
て
い
く

と
︑
企
業
の
﹁
理
念
・
価
値

観
﹂の
問
題
ま
で
行
き
着
く
︒

つ
ま
り
︑﹁
採
用
管
理
﹂や﹁
定

着
管
理
﹂︑﹁
就
労
条
件
﹂
と

い
う
要
素
の
根
底
に
は
︑
企

業
の﹁
⑩
経
営
理
念
﹂
や
﹁
⑪

　

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
で
は
ド
ラ
イ
バ
ー
志
望
者
が
減
少

し
て
応
募
が
少
な
く
、
採
用
難
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ド
ラ
イ
バ
ー
の
採
用
に
関
し
て
は
、
魅
力
的
な
労
働
条

件
や
環
境
な
ど
就
労
条
件
の
向
上
と
、
そ
の
条
件
の
ア
ピ

ー
ル
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
採
用
し
た
ド
ラ
イ
バ
ー
に
長

く
活
躍
し
て
も
ら
う
た
め
に
は
、「
こ
の
会
社
で
働
き
た
い
」

「
車
が
好
き
」
と
い
っ
た
個
人
の
志
向
や
適
性
を
把
握
す

る
こ
と
が
重
要
で
す
。
さ
ら
に
、
社
内
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
に
つ
い
て
は
、
事
業
所
長
や
経
営
者
な
ど
が
「
自
分

を
気
に
か
け
て
く
れ
て
い
る
」
と
感
じ
ら
れ
る
よ
う
な
環

境
づ
く
り
が
人
材
定
着
の
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

　

こ
こ
で
は
、
厚
生
労
働
省
が
取
り
ま
と
め
た
『
人
材
確

保
の
た
め
の
雇
用
管
理
改
善
促
進
事
業　

人
材
確
保
に

「
効
く
」
事
例
集
』
を
も
と
に
、
自
社
に
お
け
る
人
材
確

保
が
困
難
な
原
因
を
把
握
す
る
た
め
の
「
課
題
チ
ェ
ッ
ク

表
」
を
紹
介
し
ま
す
。
人
材
確
保
の
厳
し
さ
を
感
じ
て
い

る
事
業
者
は
、
同
チ
ェ
ッ
ク
表
を
通
じ
て
自
社
の
課
題
を

把
握
す
る
と
と
も
に
、
同
事
例
集
を
参
考
に
、
雇
用
管
理

改
善
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。
な
お
、
同
事
例
集
は
、
厚

労
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

人
材
確
保
を
進
め
る
上
で
課
題
と
な
る

「
４
分
野
・
11
項
目
」

1
人
材
確
保
の
仕
組
み

自
社
に
お
け
る
課
題
を
確
認

人
材
獲
得
に
向
け
雇
用
管
理
改
善
を

2
人
材
確
保
に
関
す
る
課
題
チ
ェ
ッ
ク
表

図２

図１

労
働
特
集
①

人材を確保し雇用を継続していくために
人材確保に「効く」雇用管理課題チェック表  〜厚労省『人材確保に「効く」事例集』より〜
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︻
解
説
︼
厚
生
労
働
省
の
発
表
に
よ
る

と
︑
３
～
４
月
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
に
感
染
し
た
労
働
者
の
労
災
申
請
が

39
件
あ
り
︑
こ
の
う
ち
２
件
が
労
災
認

定
さ
れ
た
と
い
い
ま
す
（
５
月
14
日
時

点
）︒認
定
さ
れ
た
の
は
医
療
従
事
者
と
︑

理
容
室
や
美
容
室
︑
旅
行
業
な
ど
の

生
活
関
連
サ
ー
ビ
ス
業
従
事
者
だ
そ
う

で
す
︒
こ
の
う
ち
︑
医
師
︑
看
護
師
︑

介
護
士
な
ど
の
医
療
従
事
者
は
日
常

業
務
で
感
染
者
と
の
濃
厚
接
触
が
避
け

ら
れ
な
い
た
め
︑
業
務
外
の
感
染
が
明

ら
か
な
場
合
以
外
は
︑
原
則
と
し
て
労

　

最
近
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
感
染
し
た
労
働
者
が
労
災
認
定

さ
れ
た
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
を
見
ま
し

た
が
、
実
際
の
と
こ
ろ
、
ど
の
よ

う
な
ケ
ー
ス
で
あ
れ
ば
労
災
と
認

め
ら
れ
る
の
で
す
か
。

 第204回 

新型コロナウイルス感
染労働者の労災認定は

災
扱
い
と
さ
れ
ま
す
︒
ま
た
︑
サ
ー
ビ

ス
業
従
事
者
も
不
特
定
多
数
と
の
接

客
業
務
の
た
め
︑
厚
労
省
で
は
感
染

リ
ス
ク
を
重
視
し
て
柔
軟
に
労
災
認

定
す
る
方
針
で
︑
今
回
の
認
定
は
い

ず
れ
も
こ
う
し
た
流
れ
に
沿
っ
た
も
の

と
い
え
る
で
し
ょ
う
︒

　

こ
れ
ら
は
︑
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
者
に
対
す
る
労
災
認
定
が
明
ら

か
と
な
っ
た
初
の
ケ
ー
ス
で
す
が
︑
そ

れ
で
は
︑
他
の
業
務
従
事
者
の
場
合
は

ど
う
か
と
い
う
こ
と
を
︑
簡
単
に
ご
説

明
し
ま
す
︒

　

ま
ず
︑
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
つ
い
て
の
厚
労
省
の
基
本
的
考
え

方
は
︑
業
務
に
起
因
し
て
感
染
し
た

と
認
め
ら
れ
れ
ば
︑
労
災
認
定
す
る

と
い
う
も
の
で
す
︒
そ
し
て
︑
こ
の
業

務
に
起
因
し
て
感
染
し
た
か
ど
う
か

は
個
別
判
断
に
よ
り
ま
す
︒
他
の
疾

病
と
同
様
︑
個
別
の
事
案
ご
と
に
業

務
の
実
情
を
調
査
し
︑
そ
の
結
果
︑

業
務
と
の
関
連
性
（
業
務
起
因
性
）

が
認
め
ら
れ
る
場
合
︑
つ
ま
り
︑
具
体

的
に
は
︑
感
染
経
路
が
判
明
し
︑
感

染
が
業
務
に
よ
る
も
の
と
分
か
っ
た
場

合
が
給
付
の
対
象
に
な
る
の
で
す
︒

　

し
か
し
︑
一
般
に
は
感
染
経
路
の
特

定
は
非
常
に
困
難
と
さ
れ
て
い
る
た
め
︑

感
染
経
路
が
判
明
し
な
い
場
合
は
ど

う
な
る
か
が
大
き
な
問
題
で
す
︒
こ
れ

に
つ
い
て
︑
厚
労
省
は
︑
①
複
数
の
感

染
者
が
確
認
さ
れ
た
労
働
環
境
下
で

の
業
務
︑
②
顧
客
等
と
の
近
接
や
接

触
の
機
会
が
多
い
労
働
環
境
下
で
の

業
務
︱
︱
な
ど
︑
感
染
リ
ス
ク
が
高

い
と
考
え
ら
れ
る
業
務
に
従
事
し
て
い

た
場
合
は
︑
潜
伏
期
間
内
の
業
務
従

事
状
況
や
一
般
生
活
状
況
を
調
査
し
︑

個
別
に
業
務
と
の
関
連
性
（
業
務
起

因
性
）
を
判
断
す
る
と
し
て
い
ま
す
︒

　

①
に
つ
い
て
は
︑
請
求
人
を
含
め
︑

２
人
以
上
の
感
染
が
確
認
さ
れ
︑
請

求
人
以
外
の
他
の
労
働
者
が
感
染
し

て
い
る
場
合
や
︑
例
え
ば
︑
施
設
利

用
者
が
感
染
し
て
い
る
場
合
等
が
想

定
さ
れ
て
い
ま
す
︒
た
だ
し
︑
同
一
事

業
場
内
で
︑
複
数
の
労
働
者
の
感
染

が
あ
っ
て
も
︑
お
互
い
に
近
接
や
接
触

の
機
会
が
な
く
︑
業
務
で
の
関
係
も
な

い
よ
う
な
場
合
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
︒

②
に
つ
い
て
は
︑
小
売
業
の
販
売
業
務
︑

育
児
サ
ー
ビ
ス
業
務
等
の
ほ
か
︑
乗

客
と
の
濃
厚
接
触
の
可
能
性
が
あ
る
バ

ス
・
タ
ク
シ
ー
等
の
運
送
業
務
が
想

定
さ
れ
て
い
ま
す
が
︑
そ
う
で
な
い
ト

ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
は
含
ま
れ
て
い
ま

せ
ん
︒

　

そ
の
他
︑
①
②
以
外
の
業
務
で
も

感
染
リ
ス
ク
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
労

働
環
境
下
の
業
務
に
従
事
し
て
い
た

場
合
に
は
︑
同
じ
よ
う
に
潜
伏
期
間

内
の
業
務
従
事
状
況
や
一
般
生
活
状

況
を
調
査
し
︑
個
別
に
業
務
と
の
関

連
性
（
業
務
起
因
性
）
を
判
断
す
る

と
し
て
お
り
︑
一
応
間
口
を
広
げ
た
形

と
な
っ
て
い
ま
す
︒

　

い
ず
れ
に
せ
よ
︑
窓
口
の
労
働
基
準

監
督
署
が
ど
の
よ
う
に
判
断
す
る
か
︑

そ
の
ハ
ー
ド
ル
は
高
い
と
い
わ
ざ
る
を

得
ま
せ
ん
が
︑
仮
に
輸
送
先
や
物
流

セ
ン
タ
ー
な
ど
︑
限
ら
れ
た
範
囲
で
︑

小
規
模
な
感
染
者
の
集
団
で
あ
る
ク

ラ
ス
タ
ー
が
発
生
し
た
場
所
で
の
作
業

で
あ
れ
ば
︑
認
定
さ
れ
や
す
い
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
︒

Ａ�

感
染
経
路
が
判
明
し
、
業

務
と
の
関
連
性
が
あ
れ
ば

図　荷主に対して説得力のある説明をするためのポイント（成功事例から）
・ドライバーの雇用形態を改善しないと人材が確保できず、輸送力が低下し、「将来の物流が

ままならなくなる」ことを荷主に伝え、理解してもらう。
・荷主からの過剰な要求に対して、ドライバーに対する「コンプライアンスが守れなくなる」と

伝えることも重要である。
・荷主の管理職はもとより、まずは荷受け（現場）に理解してもらうことにより、改善の申し

入れがしやすくなる。
・無理な運行計画を立てるのではなく、適正な「運賃をもらう」「料金をもらう」ことを意識する。
・原価計算をきちんと行い、裏付けを行った上で荷主に説明することが重要。
・荷主への交渉にあたっては、まずは運送事業者が「基準を遵守する」「あいさつをする」「品

質」「安全」といった基本に確実に取り組むことが大切。
・運賃の交渉には「時期」も考慮する必要がある。例えば、荷主企業が年間計画を策定す

る前や、決算の数か月前などから交渉を始めないと、「予算が決まったから無理」と断られか
ねない。

・交渉する管理職は、ドライバーの「拘束時間」「仕事の内容」を理解した上で、交渉材料
を提示することも重要。

・自社における社内教育の場に、荷主に同席してもらうことも有効である。同席してもらうことで、
社内の取り組みを伝えることができ、交渉内容への理解も得られやすくなる。

・自社の活動を荷主に知ってもらうとともに、自社の価値観を荷主に伝えて理解してもらうこと
は重要。

　

無
理
な
運
行
計
画
は
︑
配

車
の
調
整
が
複
雑
に
な
り
︑

ド
ラ
イ
バ
ー
の
労
働
時
間
が

増
え
る
ば
か
り
で
な
く
︑
精

神
的
な
負
担
に
も
繋
が
り
︑

事
故
の
リ
ス
ク
も
高
ま
る
︒

　

働
き
方
改
革
関
連
法
の
成

立
に
よ
り
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
に

は
令
和
６
年
度
か
ら
︑
時
間

は
︑
到
着
時
間
が
遅
く
な
る

こ
と
を
︑
発
荷
主
か
ら
着
荷

主
に
対
し
て
一
報
を
入
れ
て

も
ら
う
よ
う
に
し
て
お
く
︒

③ 

荷
主
に
対
し
て
提
案
力
の

あ
る
ド
ラ
イ
バ
ー
を
育
成

す
る

　

ま
ず
︑
初
任
運
転
者
に
は

﹁
現
場
を
学
ぶ
こ
と
﹂︑﹁
モ

ノ
の
流
れ
を
知
っ
て
も
ら
う
﹂

こ
と
か
ら
始
め
︑
焦
ら
ず
に

現
場
・
業
界
・
運
転
に
慣
れ

る
ま
で
き
ち
ん
と
フ
ォ
ロ
ー

を
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
︒

ま
た
︑
乗
務
中
に
不
明
な
こ

と
が
あ
れ
ば
社
に
持
ち
帰
る

な
ど
︑
簡
単
な
マ
ニ
ュ
ア
ル

を
作
成
し
て
お
く
と
よ
い
︒

　

ま
た
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
の
社

外
ト
ラ
ブ
ル
時
に
も
︑
相
談

し
や
す
い
環
境
を
整
え
て
お

く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
︒
普

段
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
取
り
や
す
い
環
境
を
整
え

て
お
く
こ
と
が
︑
社
外
か
ら

の
評
価
に
大
き
く
影
響
す
る
︒

　

な
お
︑
荷
主
と
の
交
渉
を

行
っ
て
い
く
に
際
し
て
は
︑

ド
ラ
イ
バ
ー
に
も
あ
る
程
度

の
営
業
力
を
身
に
つ
け
さ
せ

る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
︒﹁
ど

う
す
れ
ば
改
善
で
き
る
か
﹂

な
ど
︑
時
に
は
ド
ラ
イ
バ
ー

外
労
働
の
上
限
規
制
（
年
間

９
６
０
時
間
）
が
適
用
さ
れ

る
︒
荷
主
か
ら
の
協
力
を
得

な
が
ら
ド
ラ
イ
バ
ー
の
労
働

時
間
を
規
定
内
で
収
め
る
に

は
︑
ど
の
よ
う
な
改
善
・
対

策
が
必
要
か
︑
次
の
項
目
を

参
考
に
し
て
検
討
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
︒

か
ら
提
案
さ
せ
る
こ
と
も
︑

今
後
に
向
け
た
ス
キ
ル
ア
ッ

　

荷
主
に
対
し
て
﹁
説
得
力

の
あ
る
説
明
﹂
を
す
る
た
め

の
ポ
イ
ン
ト
を
︑
図
に
ま
と

め
た
︒
な
お
︑
同
事
例
集
で

は
︑
各
事
例
の
詳
細
に
つ
い

て
紹
介
し
て
い
る
︒

　

運
送
事
業
者
が
正
当
な
企

業
と
し
て
︑﹁
正
当
な
社
員

を
大
事
に
す
る
﹂︑﹁
社
員
の

幸
せ
を
考
え
る
﹂
こ
と
は
︑

企
業
の
明
る
い
将
来
に
繋
が

っ
て
く
る
︒
そ
の
将
来
像
を

実
現
し
て
い
く
た
め
に
は
︑

荷
主
か
ら
適
正
な
運
賃
・
料

金
を
収
受
し
︑
労
働
環
境
改

善
へ
の
原
価
と
し
て
有
効
活

用
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
︒

　

も
し
︑
荷
主
か
ら
適
正
な

運
賃
や
料
金
を
収
受
で
き
な

① 

き
ち
ん
と
﹁
記
録
﹂
し
て

か
ら
荷
主
に
伝
え
る

　

平
成
29
年
７
月
か
ら
︑
荷

主
都
合
に
よ
る
30
分
以
上
の

荷
待
ち
は
﹁
乗
務
記
録
﹂
の

記
載
対
象
と
な
っ
て
い
る
︒

も
し
荷
待
ち
時
間
が
あ
る
の

で
あ
れ
ば
︑
待
ち
時
間
の
長

さ
や
頻
度
な
ど
を
荷
主
に

﹁
正
確
に
﹂
き
ち
ん
と
伝
え

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
︒

　

運
送
事
業
者
か
ら
み
る
と

﹁
○
○
工
場
で
の
荷
待
ち
は

当
た
り
前
﹂
だ
と
思
っ
て
い

て
も
︑
荷
主
の
側
で
は
荷
待

ち
の
発
生
さ
え
知
ら
な
い
な

ど
︑
十
分
に
理
解
し
て
い
な

い
事
例
も
多
い
︒
そ
の
た
め

に
も
︑
き
ち
ん
と
﹁
記
録
﹂

す
る
習
慣
を
ド
ラ
イ
バ
ー
に

も
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
が

重
要
で
あ
る
︒

　

ま
た
︑
29
年
11
月
に
標
準

貨
物
自
動
車
運
送
約
款
等
の

改
正
が
行
わ
れ
た
こ
と
に
よ

り
︑﹁
積
込
料
﹂︑﹁
取
卸
料
﹂︑

プ
に
繋
が
っ
て
く
る
︒

　

ま
た
︑
国
交
省
で
は
こ
の

他
に
も
︑
原
価
計
算
の
手
引

き
や
取
引
環
境
の
改
善
︑
コ

ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
確
保
に
向

け
た
各
種
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
な

ど
を
策
定
・
公
表
し
て
い
る
︒

い
状
況
で
あ
れ
ば
︑﹁
荷
主
に

対
し
て
現
状
を
理
解
し
て
も

ら
う
こ
と
﹂︑﹁
荷
主
と
話
し

合
う
こ
と
・
荷
主
に
伝
え
る

こ
と
﹂
が
重
要
で
あ
る
︒

　

仮
に
︑
す
ぐ
に
改
善
に
至

ら
な
か
っ
た
と
し
て
も
︑
運

送
事
業
者
か
ら
の
交
渉
や
提

案
を
き
っ
か
け
に
し
て
荷
主

に
検
討
し
て
も
ら
う
こ
と
で
︑

取
引
環
境
改
善
の
実
現
に
向

け
て
の
大
き
な
一
歩
と
な
る

の
で
あ
る
︒

﹁
待
機
時
間
料
﹂
な
ど
は
料

金
の
対
象
と
な
る
こ
と
を
荷

主
に
伝
え
︑
理
解
し
て
も
ら

う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
︒
料

金
が
発
生
す
る
こ
と
を
理
解

で
き
れ
ば
︑
荷
主
も
待
機
時

間
を
減
ら
す
な
ど
の
対
策
を

行
う
こ
と
に
繋
が
る
︒
さ
ら

に
︑運
送
事
業
者
側
か
ら
﹁
こ

う
し
た
方
が
輸
送
効
率
は
良

く
な
る
﹂
な
ど
︑
荷
主
に
対

し
て
提
案
し
て
も
よ
い
︒

② 

余
裕
を
も
っ
た
リ
ー
ド
タ
イ

ム
の
確
認
を

　

リ
ー
ド
タ
イ
ム
に
余
裕
が

な
い
運
行
計
画
は
︑
交
通
事

故
の
リ
ス
ク
が
高
ま
る
だ
け

で
な
く
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
の
精

神
的
ス
ト
レ
ス
や
商
品
事
故

に
も
繋
が
り
か
ね
な
い
︒

　

荷
主
に
よ
っ
て
は
︑
自
分

た
ち
の
や
り
や
す
い
よ
う
に

早
め
の
時
間
を
指
定
し
て
く

る
こ
と
も
あ
る
た
め
︑﹁
本
当

に
そ
の
時
間
の
配
送
が
必
要

な
の
か
﹂︑
ま
た
﹁
荷
主
指

定
の
時
間
に
到
着
す
る
た
め

に
は
高
速
道
路
の
利
用
が
必

要
に
な
る
か
ど
う
か
﹂な
ど
︑

適
切
な
リ
ー
ド
タ
イ
ム
の
設

定
を
確
認
す
る
︒

　

ま
た
︑
荷
主
都
合
に
よ
り

出
発
時
間
が
遅
れ
た
場
合
に

労
働
特
集
②

荷主に対して「説得力のある説明」をするために
成功事例に学ぶ「取引環境改善」〜国交省『トラックドライバーの採用・定着に向けた取組事例・ポイントを紹介します』より〜

荷
主
と
の
交
渉
を
継
続
さ
せ

自
社
を
「
働
き
や
す
い
」
会
社
に
変
え
て
い
く

3
荷
主
と
の
話
し
合
い
の
重
要
性

　

昨
今
、
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
人
手
不

足
が
深
刻
な
状
況
に
な
っ
て
い
る
中
で
、

運
送
事
業
者
に
と
っ
て
は
ド
ラ
イ
バ
ー
の

確
保
と
と
も
に
、
労
働
環
境
改
善
が
喫
緊

の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
荷

主
と
の
関
係
か
ら
、
運
送
事
業
者
の
自
助

努
力
だ
け
で
は
労
働
環
境
改
善
を
実
現
す

る
こ
と
は
難
し
い
の
が
現
状
で
す
。

　

ド
ラ
イ
バ
ー
の
労
働
環
境
改
善
が
進

み
、
運
送
事
業
者
が
人
材
を
確
保
・
育
成

で
き
る
環
境
が
整
う
こ
と
で
、
我
が
国
の

物
流
を
支
え
る
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
の

経
営
持
続
性
が
一
層
高
ま
っ
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、ド
ラ
イ
バ
ー
の
労
働
時
間
短
縮
は
、

荷
主
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス（
法
令
遵
守
）

か
ら
み
て
も
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
と

い
え
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
国
土
交
通
省
が
今
年
３
月

に
取
り
ま
と
め
た
好
事
例
集
「
ト
ラ
ッ
ク

ド
ラ
イ
バ
ー
の
採
用
・
定
着
に
向
け
た
取

組
事
例
・
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
」（
写

真
）
か
ら
、
提
案
力
を
有
す
る
人
材
の
育

成
を
見
据
え
た
上
で
、
運
送
事
業
者
が
取

引
環
境
改
善
に
向
け
た
荷
主
と
の
交
渉
を

行
う
際
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
に
つ
い
て
紹
介

し
ま
す
。

　

な
お
、
同
事
例
集
は
、
国
交
省
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

裏
付
け
と
な
る
デ
ー
タ
を
準
備

日
常
業
務
を
通
じ
て
「
提
案
力
」
高
め
る

1
取
引
環
境
改
善
に
向
け
た
荷
主
と
の
交
渉
の
前
に

説
明
を
通
じ
て
荷
主
の
理
解
を
深
め

問
題
意
識
を
共
有
し
改
善
に
結
び
つ
け
る

2
荷
主
に
対
し
て
「
説
得
力
の
あ
る
説
明
」
を

す
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
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令
和
２
年
度
「
後
続
車
無
人
隊
列
走
行
」
実
現　

３
年
度
「
有
人
シ
ス
テ
ム
」
商
業
化
へ

　

ト
ラ
ッ
ク
隊
列
走
行
実
現

に
向
け
た
実
証
実
験
は
︑﹁
後

続
車
有
人
シ
ス
テ
ム
を
用
い

た
ト
ラ
ッ
ク
の
隊
列
走
行
﹂

に
関
す
る
実
証
実
験
と
︑﹁
後

続
車
無
人
シ
ス
テ
ム
を
用
い

た
ト
ラ
ッ
ク
の
隊
列
走
行
﹂

に
関
す
る
実
証
実
験
の
２
種

類
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る

（
図
１
）︒

　

後
続
車
有
人
シ
ス
テ
ム
を

用
い
た
隊
列
走
行
で
は
︑
国

内
ト
ラ
ッ
ク
メ
ー
カ
ー
４
社

（
い
す
ゞ
自
動
車
㈱
︑
日
野

自
動
車
㈱
︑
三
菱
ふ
そ
う
ト

ラ
ッ
ク
・
バ
ス
㈱
︑
Ｕ
Ｄ
ト

ラ
イ
バ
ー
が
複
数
台
の
無
人

の
ト
ラ
ッ
ク
を
運
行
し
︑
高

効
率
な
運
行
を
実
現
す
る
こ

と
に
よ
り
︑
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ

イ
バ
ー
不
足
対
策
に
貢
献
す

る
と
と
も
に
︑
短
車
間
距
離

に
伴
い
空
気
抵
抗
が
低
減
さ

れ
︑
ま
た
交
通
量
を
増
や
せ

る
こ
と
に
よ
り
︑
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
化
が
期
待
さ
れ
て
い
る
︒

　

図
２
で
は
︑
高
速
道
路
に

お
け
る
ト
ラ
ッ
ク
の
隊
列
走

行
実
証
実
験
に
関
す
る
こ
れ

ま
で
の
取
り
組
み
を
ま
と
め

て
い
る
︒
ま
ず
︑
後
続
車
有

要
件
適
合
に
向
け
た
車
両
開
発

・
制
作
を
進
め
た
︒

　

今
年
３
月
18
日
に
は
︑
開
発

車
両
に
よ
る
テ
ス
ト
コ
ー
ス
で

の
走
行
実
証
（
後
続
車
無
人
状

態
）
が
実
施
さ
れ
た
︒
同
走
行

実
証
で
は
︑
３
台
の
隊
列
で
ト

ラ
ッ
ク
が
走
行
︒
先
頭
車
に
ド

ラ
イ
バ
ー
が
乗
り
込
み
︑
エ
ン

ジ
ン
を
始
動
さ
せ
る
と
︑
無
人

の
後
続
車
も
連
動
し
て
エ
ン
ジ

ン
が
始
動
︒
先
頭
車
が
走
行
を

開
始
す
る
と
︑
後
続
車
は
先
頭

車
に
追
従
し
︑一
定
の
車
間
距
離

（
約
５
㍍
）
を
保
ち
な
が
ら
自

動
走
行
し
た
︒

　

一
方
︑
後
続
車
有
人
シ
ス
テ

ム
に
関
し
て
は
︑
新
東
名
浜
松

い
な
さ
Ｉ
Ｃ
～
静
岡
ス
マ
ー
ト

Ｉ
Ｃ
（
約
70
㌔
㍍
）
間
に
お
け

る
実
証
実
験
が
夜
間
に
行
わ
れ

た
︒
こ
れ
は
︑
夜
間
走
行
す
る

ト
ラ
ッ
ク
の
隊
列
が
︑
周
囲
の

一
般
車
両
か
ら
ど
の
よ
う
に
見

え
︑
ま
た
一
般
車
両
が
ど
の
よ

う
な
挙
動
を
行
う
の
か
を
調
査

す
る
た
め
の
も
の
︒
こ
れ
ま
で

の
昼
間
に
行
わ
れ
た
実
証
実
験

で
も
︑
隊
列
車
両
へ
の
一
般
車

両
の
割
り
込
み
が
多
く
み
ら
れ

た
こ
と
も
あ
り
︑
夜
間
走
行
の

　

図
５
は
︑
同
検
討
会
が
Ｏ
Ｅ

Ｍ
（
ト
ラ
ッ
ク
を
製
造
す
る
完

成
車
メ
ー
カ
ー
）
や
ト
ラ
ッ
ク

幹
線
輸
送
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
へ

の
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
︑
実
証
状
況

や
今
後
の
サ
ー
ビ
ス
実
現
時
期

の
見
込
み
を
長
期
的
な
ロ
ー
ド

マ
ッ
プ
と
し
て
落
と
し
込
ん
だ

も
の
で
あ
る
︒

　

ま
ず
︑
後
続
車
有
人
シ
ス
テ

ム
を
用
い
た
隊
列
走
行
に
関
し

て
は
︑
令
和
３
年
度
の
商
業
化

実
施
以
降
︑﹁
発
展
型
﹂
の
開

発
・
商
業
化
が
計
画
さ
れ
て
い

る
︒

　

現
在
開
発
が
進
ん
で
い
る
シ

ス
テ
ム
で
は
︑
車
間
距
離
を
一

定
に
保
つ
機
能
を
有
し
て
い
る

も
の
の
︑
後
続
車
の
ハ
ン
ド
ル

操
作
は
そ
れ
ぞ
れ
の
車
両
の
ド

ラ
イ
バ
ー
が
行
う
こ
と
と
な
る

た
め
︑
先
頭
車
だ
け
で
は
な
く

後
続
車
に
も
運
転
操
作
を
行
う

ド
ラ
イ
バ
ー
の
配
置
が
必
要
と

な
る
︒

　

一
方
︑
発
展
型
で
は
︑
よ
り

高
度
な
車
群
維
持
機
能
（
割
込

車
︑
登
坂
路
︑
車
線
変
更
等
へ

の
対
応
が
自
動
で
行
わ
れ
る
）

が
加
え
ら
れ
る
た
め
︑
Ｔ
Ｏ
Ｒ

（
自
動
で
の
作
動
継
続
が
困
難

な
場
合
に
お
け
る
︑
シ
ス
テ
ム

人
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
︑
Ｃ
Ａ

Ｃ
Ｃ
を
活
用
し
た
実
証
実
験

を
平
成
29
年
度
に
実
施
︒
30

　

政
府
は
︑
平
成
30
年
６
月

15
日
に
閣
議
決
定
し
た
﹁
未

来
投
資
戦
略
２
０
１
８
﹂
の

中
で
︑﹁
令
和
２
年
度
に
︑

高
速
道
路
で
の
後
続
車
無
人

隊
列
走
行
技
術
を
実
現
す

場
合
で
は
隊
列
の
見
え
方
や
周

囲
の
一
般
車
両
の
挙
動
が
ど
の

よ
う
に
変
化
す
る
の
か
が
調
査

さ
れ
た
︒

　

同
実
証
で
は
︑
マ
ル
チ
ブ
ラ

ン
ド
Ｃ
Ａ
Ｃ
Ｃ
に
よ
る
４
台
隊

列
を
実
施
︒最
高
速
度
80
㌔
㍍
︑

車
間
35
㍍
と
い
う
条
件
で
走
行

を
繰
り
返
し
た
︒
そ
の
結
果
︑

昼
間
の
走
行
に
比
べ
て
︑
夜
間

は
大
型
車（
職
業
ド
ラ
イ
バ
ー
）

の
走
行
が
多
か
っ
た
こ
と
も
あ

り
︑
隊
列
へ
の
割
り
込
み
の
発

生
が
昼
間
よ
り
も
少
な
く
︑
隊

列
を
維
持
し
た
ま
ま
安
定
し
て

走
行
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
い

う
︒

　

昨
年
度
の
実
証
実
験
結
果
を

踏
ま
え
︑
目
標
実
現
に
向
け
て

の
今
年
度
の
実
証
実
験
の
ポ
イ

ン
ト
は
図
４
の
通
り
で
あ
る
︒

　

後
続
車
無
人
シ
ス
テ
ム
に
つ

い
て
は
︑
引
き
続
き
高
速
道
路

（
新
東
名
）で
の
シ
ス
テ
ム
実
証

（
後
続
車
有
人
状
態
）
を
継
続

し
て
い
く
︒
ま
た
︑
後
続
車
有

人
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
︑
よ
り

高
度
な
シ
ス
テ
ム
の
実
証
を
進

め
︑
商
業
化
に
向
け
た
取
り
組

み
を
加
速
さ
せ
て
い
く
︒

か
ら
ド
ラ
イ
バ
ー
へ
の
操
作
の

引
継
要
請
）
の
際
に
は
ド
ラ
イ

バ
ー
に
よ
る
運
転
操
作
が
必
要

に
な
る
も
の
の
︑
通
常
走
行
の

際
に
は
ド
ラ
イ
バ
ー
の
運
転
操

作
が
不
要
と
な
る
︒
そ
の
た
め
︑

発
展
型
で
は
ド
ラ
イ
バ
ー
の
さ

ら
な
る
負
担
軽
減
へ
の
効
果
が

期
待
さ
れ
て
い
る
︒

　

後
続
車
無
人
シ
ス
テ
ム
を
用

い
た
隊
列
走
行
に
関
し
て
は
︑

今
年
度
に
高
速
道
路
で
の
後
続

車
無
人
隊
列
走
行
技
術
が
実
現

し
た
後
︑
商
業
化
に
向
け
た
取

り
組
み
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
と

な
る
︒
７
年
以
降
に
︑
隊
列
形

成
時
に
一
部
無
人
と
な
る
走
行

が
可
能
な
シ
ス
テ
ム
の
商
業
化

が
期
待
さ
れ
て
い
る
︒

　

ま
た
︑
そ
れ
ら
に
併
せ
て
︑

路
車
間
通
信
等
イ
ン
フ
ラ
と
の

連
携
や
︑
ト
ラ
ッ
ク
の
運
行
管

理
の
推
進
な
ど
が
進
め
ら
れ
る

予
定
︒

　

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
ド
ラ

イ
バ
ー
不
足
解
消
策
の
１
つ
と

し
て
︑
早
期
実
用
化
が
期
待
さ

れ
る
ト
ラ
ッ
ク
隊
列
走
行
︒
高

速
道
路
で
の
隊
列
走
行
が
実
現

す
る
日
は
︑
そ
う
遠
く
は
な
い

も
の
と
な
っ
て
き
て
い
る
︒

年
度
に
は
︑
Ｃ
Ａ
Ｃ
Ｃ
に
加

え
て
Ｌ
Ｋ
Ａ
Ｓ
を
用
い
た
実

証
実
験
を
行
っ
た
︒
令
和
元

年
度
に
は
︑
後
続
車
無
人
シ

ス
テ
ム
を
用
い
た
ト
ラ
ッ
ク

隊
列
走
行
の
長
期
実
証
（
新

東
名
高
速
道
路
）を
実
施（
後

続
車
有
人
状
態
）し
た
ほ
か
︑

国
交
省
の
技
術
要
件
適
合
に

向
け
た
車
両
の
開
発
が
進
め

ら
れ
た
︒

る
﹂
こ
と
と
︑﹁
３
年
度
に
︑

高
速
道
路
で
の
後
続
車
有
人

シ
ス
テ
ム
を
商
業
化
す
る
﹂

と
い
う
目
標
を
掲
げ
て
い
る
︒

　

こ
れ
ら
の
目
標
の
実
現
に

向
け
て
︑
令
和
元
年
度
に
は

ラ
ッ
ク
ス
㈱
）
が
共
同
開
発

し
た
Ｃ
Ａ
Ｃ
Ｃ
（
協
調
型
車

間
距
離
維
持
支
援
シ
ス
テ

ム
）
や
︑
Ｌ
Ｋ
Ａ
Ｓ
（
車
線

維
持
支
援
シ
ス
テ
ム
）
を
用

い
︑
全
車
両
に
ド
ラ
イ
バ
ー

が
乗
車
し
た
状
態
で
隊
列
走

行
を
行
う
︒

　

一
方
︑
後
続
車
無
人
シ
ス

テ
ム
を
用
い
た
隊
列
走
行
で

は
︑
先
頭
車
両
と
後
続
車
両

を
電
子
的
に
連
結
し
て
隊
列

を
維
持
す
る
こ
と
で
︑
後
続

車
無
人
状
態
で
の
追
従
運
転

を
実
現
す
る
︒
先
頭
車
の
ド

図
３
で
示
し
た
様
々
な
取
り

組
み
を
行
っ
て
き
た
︒
こ
こ

で
は
︑
同
取
り
組
み
の
ポ
イ

ン
ト
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い

く
︒

　

ま
ず
︑
後
続
車
無
人
シ
ス

テ
ム
に
関
し
て
は
︑
新
東
名

浜
松
い
な
さ
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
（
Ｉ
Ｃ
）
～
長
泉
沼
津

Ｉ
Ｃ
間
（
約
１
４
０
㌔
㍍
）

で
の
長
期
実
証
実
験
（
後
続

車
有
人
状
態
）
を
実
施
︒
総

走
行
距
離
約
８
７
０
０
㌔
㍍

に
も
及
ぶ
長
期
実
証
を
通

じ
︑
多
様
な
自
然
環
境
や
様

々
な
交
通
環
境
下
に
お
け
る

隊
列
走
行
の
継
続
が
困
難
な

事
例
の
洗
い
流
し
を
行
う
と

と
も
に
︑
長
期
デ
ー
タ
蓄
積

に
よ
る
シ
ス
テ
ム
の
信
頼
性

向
上
を
図
っ
た
︒

　

そ
の
後
︑
同
長
期
実
証
で

の
結
果
等
を
踏
ま
え
︑
技
術

　

国
土
交
通
省
と
経
済
産
業
省
で
は
、
自
動

走
行
分
野
に
お
い
て
世
界
を
リ
ー
ド
し
、
社

会
課
題
の
解
決
に
貢
献
す
る
た
め
、
平
成
27

年
に
自
動
走
行
ビ
ジ
ネ
ス
検
討
会
（
座
長
・

鎌
田
実
東
京
大
学
大
学
院
新
領
域
創
成
科
学

研
究
科
教
授
）
を
設
置
し
、
取
り
組
み
を
推

進
し
て
い
る
。

　

同
検
討
会
で
は
こ
の
ほ
ど
、「
自
動
走
行

の
実
現
に
向
け
た
取
組
報
告
と
方
針
」
Ｖ
ｅ

ｒ
ｓ
ｉ
ｏ
ｎ
４
・
０
を
取
り
ま
と
め
た
。
こ

こ
で
は
同
報
告
書
よ
り
、
実
現
に
向
け
て
現

在
技
術
開
発
・
実
証
実
験
が
続
け
ら
れ
て
い

る
「
ト
ラ
ッ
ク
隊
列
走
行
」
に
つ
い
て
紹
介

す
る
。

国交省・経産省「自動走行の実現に向けた取組報告と方針」Version4.0 より

「
後
続
車
有
人
シ
ス
テ
ム
」と

「
無
人
シ
ス
テ
ム
」を
並
行
し
て
開
発

1 

国
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
開
発
が
進
む

「
２
種
類
の
シ
ス
テ
ム
」

長
期
実
証
実
験
を
通
じ
て

シ
ス
テ
ム
の
信
頼
性
向
上
を
図
る

2 

令
和
元
年
度
の
隊
列
走
行
実
証
実
験
の
概
要

図１

図２

図３

図４

図５
※

※

また

ド
ラ
イ
バ
ー
の
負
担
軽
減
に
繋
が
る

「
発
展
型
」開
発
も

3 

ト
ラ
ッ
ク
隊
列
走
行
の
未
来
は

「
ト
ラ
ッ
ク
隊
列
走
行
」
い
よ
い
よ
実
現
間
近
に
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食
　
文
　
化

食
　
文
　
化

177「
郷
土
料
理
の
す
す
め
②
」 

銚
子
の
卯
の
花
漬
け

　

銚
子
か
ら
南
の
太
平
洋
岸

に
は
黒
潮
が
流
れ
て
い
る
︒

こ
の
海
は
鰹か

つ
お

や
鮪ま

ぐ
ろ

な
ど
大
き

な
魚
を
回
遊
さ
せ
る
一
方
で
︑

沿
岸
部
で
は
鰯い

わ
し

な
ど
小
型
の

魚
を
育
む
︒
と
り
わ
け
︑
銚

子
か
ら
九
十
九
里
浜
に
か
け

て
の
海
は
︑
真
鰯
や
片
口
鰯

の
特
産
地
で
あ
る
︒
河
川
か

ら
流
れ
込
む
栄
養
の
お
か
げ

で
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
が
豊
富
な

た
め
︑
元
気
よ
く
︑
し
か
も

お
い
し
く
育
つ
の
だ
︒

　

そ
れ
だ
け
に
︑
千
葉
県
に

は
鰯
の
郷
土
料
理
が
い
く
つ

も
あ
る
︒
な
か
で
も
︑
名
が

通
っ
て
い
る
の
は
鰯
の
﹁
卯
の

花
漬
け
﹂︒
酢
締
め
し
た
鰯

を
︑
甘
酸
っ
ぱ
く
味
付
け
し

た
卯
の
花
（
お
か
ら
）
と
和

え
︑赤
唐
辛
子
の
小
口
切
り
︑

生
姜
の
せ
ん
切
り
︑
柚
子
皮

ま
味
を
伝
え
て
く
る
︒

　

な
お
︑
卯
の
花
と
は
︑
初

夏
に
白
い
小
花
が
咲
く
ア
ジ

サ
イ
科
落
葉
低
木
ウ
ツ
ギ
の

こ
と
︒
白
く
ほ
ろ
ほ
ろ
と
咲

く
風
情
が
︑
豆
腐
の
搾
り
粕

の
お
か
ら
に
似
て
い
る
こ
と

か
ら
の
異
名
で
あ
る
︒
銚
子

は
黒
潮
を
通
じ
て
紀
州
や
上

方
と
の
関
わ
り
が
強
く
︑
利

根
川
の
水
運
で
は
江
戸
と
直

ら
を
た
っ
ぷ
り
用
い
る
上
︑

入
念
に
鰯
を
こ
し
ら
え
る

0

0

0

0

0

手

作
業
と
︑
陣
頭
指
揮
す
る
女

将
さ
ん
の
舌
の
セ
ン
ス
の
成

果
で
あ
ろ
う
︒
以
前
は
主
に

片
口
鰯
だ
っ
た
が
︑
近
年
は

不
漁
の
た
め
真
鰯
を
使
う
か

ら
︑
う
ま
味
が
濃
く
な
り
︑

さ
ら
に
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
た
︒

製
造
時
季
限
定
な
の
で
要
予

約
︒ 

 

（
む
か
さ
・
ち
え
こ
）

の
細
切
り
な
ど
を
加
え
て
︑

全
体
を
し
っ
と
り
な
じ
ま
せ

た
も
の
だ
︒

　

見
た
目
も
美
し
く
︑
生
成

り
色
の
お
か
ら
に
銀
色
の
鰯

が
映
え
︑
薬
味
の
赤
や
黄
色

が
い
い
ア
ク
セ
ン
ト
︒
口
へ
運

ぶ
と
甘
酢
っ
ぱ
い
香
り
が
食

欲
を
そ
そ
り
︑
卯
の
花
が
舌

を
く
す
ぐ
り
︑
そ
こ
に
鰯
の

酢
締
め
が
き
ゅ
っ
と
海
の
う

結
し
て
い
た
か
ら
︑
漁
師
町

ら
し
か
ら
ぬ
雅み

や
び

な
料
理
名
が

付
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
︒

　

銚
子
市
東
芝
町
の
篠
田
食

料
品
店
は
佃
煮
の
名
店
で
︑

銚
子
の
鮮
魚
を
銚
子
特
産
の

醤
油
を
使
い
︑
ま
き
の
火
で

炊
き
上
げ
る
︒
そ
し
て
︑﹁
宇

の
花
漬｣

の
う
ま
さ
で
も
知

ら
れ
る
︒
地
元
・
榊
原
豆
腐

店
の
国
産
大
豆
の
新
鮮
お
か

事
業
の
内
容

　

同
事
業
は
︑
中
小
企
業
診

断
士
等
に
よ
る
﹁
総
合
的
な

経
営
診
断
（
ス
テ
ッ
プ
１
）﹂

と
同
診
断
士
に
よ
る
具
体
的

な
経
営
相
談
︑
助
言
な
ど
が

行
わ
れ
る
﹁
経
営
改
善
相
談

（
ス
テ
ッ
プ
２
）﹂
の
２
段
階

に
分
か
れ
て
い
る
︒

　

こ
れ
は
︑
経
営
改
善
に
取

り
組
む
事
業
者
に
お
け
る
経

営
実
態
の
把
握
と
課
題
を
抽

出
す
る
目
的
で
行
わ
れ
る
も

の
で
あ
る
︒

　
﹁
ス
テ
ッ
プ
１
﹂
の
受
診
に

際
し
て
は
︑
ま
ず
担
当
診
断

士
が
受
診
事
業
者
の
現
状
を

把
握
す
る
た
め
に
︑
資
料
に

よ
る
事
前
調
査
が
行
わ
れ
る
︒

　

事
業
者
か
ら
資
料
提
出
を

受
け
︑
担
当
診
断
士
が
そ
れ

ら
を
分
析
し
︑
事
業
者
の
現

状
を
把
握
︒
そ
の
上
で
︑
担

当
診
断
士
が
受
診
事
業
者
を

訪
問
し
︑現
地
調
査
を
行
う
︒

　

現
地
調
査
で
は
︑
資
料
を

基
に
し
た
担
当
診
断
士
と
の

面
談
を
実
施
︒
担
当
診
断
士

が
経
営
者
や
従
業
員
な
ど
か

ら
直
接
話
を
聞
く
こ
と
で
︑

第
三
者
の
視
点
か
ら
事
業
者

の
あ
り
の
ま
ま
の
姿
を
把
握
︒

資
料
か
ら
だ
け
で
は
分
か
ら

な
い
︑
事
業
者
の
﹁
伸
ば
す

べ
き
長
所
﹂
や
﹁
改
善
す
べ

き
短
所
﹂
を
明
確
化
し
て
い

く
︒

　

同
事
業
で
は
︑
こ
の
よ
う

に
①
提
出
さ
れ
た
資
料
に
基

づ
い
た
﹁
財
務
診
断
に
よ
る

分
析
﹂︑
②
自
己
診
断
チ
ェ
ッ

終
わ
る
と
︑
担
当
診
断
士
に

よ
っ
て﹁
標
準
経
営
診
断
書
﹂

が
ま
と
め
ら
れ
︑
受
診
事
業

者
に
送
付
さ
れ
る
︒

　

診
断
書
で
は
︑
担
当
診
断

士
に
よ
る
総
合
所
見
が
示
さ

れ
る
︒

　

総
合
所
見
で
は
︑﹁
自
己

診
断
﹂﹁
財
務
診
断
﹂
の
各

項
目
で
評
価
が
数
値
化
さ

れ
︑
自
社
の
強
み
や
改
善
を

要
す
る
点
な
ど
が
分
か
り
や

す
い
形
で
示
さ
れ
る
ほ
か
︑

数
値
を
踏
ま
え
た
上
で
の
改

善
課
題
が
記
載
さ
れ
︑
経
営

を
改
善
す
る
た
め
に
は
具
体

的
に
何
が
求
め
ら
れ
る
の
か

が
明
確
に
さ
れ
る
︒

　

担
当
診
断
士
に
具
体
的
な

経
営
相
談
︑
助
言
を
希
望
す

る
事
業
者
に
対
し
て
は
︑﹁
経

営
改
善
相
談（
ス
テ
ッ
プ
２
）﹂

が
行
わ
れ
る
︒
な
お
︑
こ
れ

は
ス
テ
ッ
プ
１
を
受
診
し
た

事
業
者
を
対
象
に
実
施
さ
れ

る
も
の
で
あ
る
︒

　

ス
テ
ッ
プ
２
で
は
︑
ス
テ
ッ

プ
１
を
実
施
し
た
同
じ
担
当

診
断
士
が
︑
ス
テ
ッ
プ
１
で

作
成
さ
れ
た
﹁
標
準
経
営
診

断
書
﹂
を
ベ
ー
ス
に
︑
経
営

相
談
や
助
言
を
実
施
︒
経
営

改
善
に
向
け
た
指
摘
事
項
に

つ
い
て
︑
様
々
な
指
標
を
用

い
な
が
ら
︑
第
三
者
の
視
点

か
ら
詳
細
に
説
明
さ
れ
る
︒

　

そ
の
後
︑
事
業
者
か
ら
の

経
営
相
談
の
内
容
を
受
け
︑

担
当
診
断
士
か
ら
は
自
社
の

今
後
あ
る
べ
き
姿
を
目
指
す

た
め
の
指
針
と
な
る
経
営
改

善
提
案
が
行
わ
れ
る
︒

　
﹁
経
営
改
善
相
談
（
ス
テ

ッ
プ
２
）﹂
を
受
け
︑
経
営
診

断
に
豊
富
な
経
験
を
も
つ
専

門
家
に
相
談
し
︑
助
言
を
受

け
な
が
ら
経
営
改
善
に
資
す

る
様
々
な
方
策
を
実
行
に
移

し
て
い
く
こ
と
に
よ
り
︑
自

社
の
着
実
な
経
営
改
善
に
取

り
組
む
こ
と
が
で
き
る
︒

▼
受
診
申
し
込
み
に
つ
い
て

　

同
事
業
を
受
け
る
事
業
者

に
は
︑
図
１
・
図
２
で
示
し

た
よ
う
に
︑
経
営
診
断
・
経

営
改
善
相
談
費
用
の
一
部
が

全
ト
協
か
ら
助
成
さ
れ
る
︒

　

受
診
を
希
望
す
る
事
業
者

は
︑﹁
経
営
診
断
受
診
申
込

書
﹂
を
所
属
の
都
道
府
県
ト

協
に
提
出
す
る
（
申
込
書
は

全
ト
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
）︒

︻
受
診
に
関
す
る
問
い
合
わ

せ
先
︼

　

各
都
道
府
県
ト
協
︑
ま
た

は
全
ト
協
経
営
改
善
事
業
部

（
☎
03
・
３
３
５
４
・
１
０

５
６
）
ま
で
︒

ス
テ
ッ
プ
１
「
総
合
的
な
経
営
診
断
」 （
図
１
）

事
業
者
の
現
状
を
的
確
に
分
析

ス
テ
ッ
プ
２
「
経
営
改
善
相
談
」 

（
図
２
）

経
営
改
善
に
向
け
た
戦
略
を
構
築

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で
は
、
様
々
な
経

営
課
題
を
抱
え
る
会
員
事
業
者
の
相
談
ニ

ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、
全
ト
協
ま
た
は

都
道
府
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
が
推
薦
す
る
中

小
企
業
診
断
士
等
が
経
営
診
断
・
経
営
相

談
を
行
う
「
経
営
診
断
受
診
促
進
事
業
」

を
行
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
同
事
業
の
内

容
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

ク
リ
ス
ト
に
よ
る
﹁
自
己
診

断
に
よ
る
分
析
﹂︑
③
担
当

診
断
士
が
事
業
者
を
訪
問
し

課
題
を
探
る
﹁
現
地
調
査
に

よ
る
分
析
﹂
︱
︱
の
３
つ
の

分
析
に
よ
り
︑
総
合
的
な
経

営
診
断
が
行
わ
れ
る
︒

　

事
前
調
査
と
現
地
調
査
が

標準経営診断（診断書を発行）

専門家を派遣して総合的な経営診断を実施し、経営実態の
把握と課題抽出等を図る

・診断費用

・診断士

16万円（消費税別）  ※別途交通費（現地出張費）が必要
・全日本トラック協会が診断費用の２分の１（８万円）を助成
※安全性優良事業所（Gマーク）取得事業所は10万円を助成

全ト協の推薦のある者 、または 都道府県トラック協会の推薦
のある者

総合的な経営診断（ステップ１）の概要図１

助言を行い、経営改善提案（改善提案書を発行）

・相談対象者
・相談方法等
・相談費用

・診断士

ステップ１「総合的な経営診断」の受診者
相談日を定め、完全予約制で実施
５万円（消費税別）  ※別途交通費（現地出張費）が必要
・全ト協が２万円を助成
※Gマーク取得事業所は３万円を助成

ステップ１を診断した者と同一とする

全ト協に相談窓口を設置し、ステップ１の「標準経営診断書」をベース
に、トラック運送事業の経営診断に豊富な経験をもつ専門家により経営
改善に係る助言を行う

経営改善相談（ステップ２）の概要図２

「
３
つ
の
分
析
」
で
事
業
者
の
経
営
課
題
を
明
確
化

「
現
状
分
析
」
と
「
戦
略
構
築
」
の
２
ス
テ
ッ
プ
方
式
で
経
営
を
改
善

令
和
２
年
度 

経
営
診
断
受
診
促
進
事
業 

６
月
１
日
〜
３
年
３
月
１
日

全ト協
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▼
窓
外
を
ぼ

ん
や
り
見
な

が
ら
幾
度
と

な
く
た
め
息

を
つ
く
若
い

Ｏ
Ｌ
︑
注
文
し
た
珈
琲
が
冷
め
る
の
も

忘
れ
携
帯
に
夢
中
な
会
社
員
︑
原
稿
用

紙
に
１
行
も
筆
が
進
ま
ぬ
作
家
風
の
男

性
︑
取
引
先
へ
の
商
談
を
確
約
し
よ
う

と
相
対
し
て
意
気
込
む
上
司
と
部
下
︑

メ
ニ
ュ
ー
を
見
な
が
ら
中
々
注
文
が
決

ま
ら
ぬ
老
夫
婦
︑
自
治
会
の
運
営
を
め

ぐ
り
口
角
泡
を
飛
ば
す
４
人
連
れ
︑
な

ど
店
内
に
は
異
種
な
メ
ン
バ
ー
が
勢
揃

い
︒
こ
こ
は
東
京
都
下
の
︑
比
較
的
後

発
で
進
出
し
た
全
国
チ
ェ
ー
ン
の
珈
琲

店
で
す
︒
▼
11
時
ま
で
の
ブ
レ
ッ
ク
フ

ァ
ス
ト
に
は
︑
厚
切
り
（
３
㌢
㍍
）
の

食
パ
ン
と
ゆ
で
玉
子
が
付
き
人
気
で

す
︒
食
パ
ン
に
は
バ
タ
ー
が
付
き
ま
す

が
︑
苺
ジ
ャ
ム
に
変
更
も
可
能
で
嬉
し

い
サ
ー
ビ
ス
で
す
︒
郊
外
を
拠
点
に
最

近
と
み
に
増
え
続
け
る
こ
の
珈
琲
店

は
︑
内
装
か
ら
メ
ニ
ュ
ー
ま
で
独
自
色

を
打
ち
出
し
て
い
ま
す
︒
お
客
さ
ん
は

年
配
の
男
女
の
比
率
が
高
く
︑
女
性
は

情
報
交
換
に
勤
し
み
︑
男
性
は
リ
タ
イ

ア
後
の
時
間
潰
し
と
い
う
感
じ
で
す
︒

珈
琲
の
お
代
わ
り
も
で
き
て
︑
２
～
３

時
間
は
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て
し
ま

い
ま
す
︒
▼
一
時
は
外
資
系
の
珈
琲
店

が
業
界
を
凌
駕
し
て
い
ま
し
た
が
︑
後

発
の
珈
琲
店
は
価
格
勝
負
︑地
域
密
着
︑

癒
し
空
間
で
徐
々
に
店
舗
数
を
増
や
し

て
い
ま
す
︒
珈
琲
は
今
や
緑
茶
と
双
璧

を
な
す
生
活
に
必
須
の
ア
イ
テ
ム
で
あ

る
の
み
な
ら
ず
︑
健
康
面
に
お
い
て
も

効
果
大
で
す
︒
▼
大
手
の
カ
メ
ラ
製
造

会
社
を
早
期
退
職
し
た
友
人
は
︑
一
念

発
起
し
て
珈
琲
の
激
戦
区
と
呼
ば
れ
る

東
京
下
町
に
修
行
へ
行
き
ま
し
た
︒
何

で
も
細
君
の
実
父
が
経
営
す
る
喫
茶
店

の
手
伝
い
を
す
る
の
だ
と
い
う
こ
と

で
︑
第
二
の
人
生
を
歩
み
は
じ
め
ま
し

た
︒
い
ず
れ
は
そ
の
喫
茶
店
を
継
ぐ
の

で
し
ょ
う
が
︑﹁
夢
﹂を
見
つ
け
た
彼
は
︑

傍
か
ら
見
て
羨
ま
し
い
限
り
で
す
︒
珈

琲
豆
を
焙
煎
し
て
挽
い
た
粉
末
か
ら
︑

湯
又
は
水
で
抽
出
し
た
飲
料
で
あ
る
珈

琲
は
︑
作
り
手
が
手
間
隙
を
掛
け
た
分

だ
け
︑
最
高
の
一
品
が
出
来
上
が
り
ま

す
︒
▼
彼
は
︑
今
ま
で
の
仕
事
を
振
り

返
り
︑﹁
机
上
で
ト
レ
ー
ス
さ
れ
た
商
品

を
い
か
に
具
現
化
し
て
消
費
者
に
購
入

し
て
い
た
だ
け
る
か
を
考
え
て
い
た
﹂

と
言
い
ま
す
︒
し
か
し
︑
実
際
に
起
こ

る
出
来
事
に
お
い
て
︑﹁
机
上
﹂
と
﹁
現

実
﹂
の
間
に
は
大
き
な
乖
離
が
あ
る
こ

と
を
認
め
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
︒
▼
中
国

史
の
中
で
も
一
方
の
大
敗
北
が
類
を
み

な
い
戦
は
︑
紀
元
前
２
６
０
年
の
戦
国

時
代
に
秦
と
趙
が
激
突
し
た
﹁
長
平
の

戦
い
﹂
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
︒
秦
軍

の
侵
略
を
迎
え
撃
つ
た
め
大
軍
を
率
い

た
趙
の
趙
括
将
軍
の
机
上
の
戦
略
が
裏

目
に
出
て
秦
軍
を
深
追
い
し
過
ぎ
︑
秦

軍
の
白
起
将
軍
に
前
後
左
右
を
包
囲
さ

れ
大
敗
を
喫
し
た
こ
と
を
契
機
に
︑
45

万
も
の
戦
力
を
誇
っ
た
趙
国
は
滅
び
ま

す
︒
趙
括
は
実
戦
の
経
験
が
一
度
も
な

い
ま
ま
に
︑
机
上
の
論
理
＝
﹁
紙
上
談

兵
﹂
を
押
し
進
め
︑
自
軍
は
水
泡
に
帰

す
の
で
す
︒
今
で
も
趙
の
子
孫
が
白
色

の
豆
腐
を
煮
て
焼
い
て
刺
し
て
食
す
の

は
︑
憎
き
秦
の
白
起
将
軍
の
名
前
の

﹁
白
﹂
に
因
む
と
言
い
ま
す
︒
▼
友
人

が
珈
琲
店
デ
ビ
ュ
ー
す
る
の
は
９
月
以

降
で
す
が
︑
彼
の
顔
に
笑
顔
が
増
え
た

の
は
︑
窮
屈
な
世
界
を
飛
び
出
し
て
鎧

兜
を
脱
い
だ
か
ら
に
相
違
あ
り
ま
せ

ん
︒
友
人
が
︑
一
杯
の
珈
琲
に
こ
れ
か

ら
の
人
生
を
思
い
描
い
た
通
り
に
そ
そ

い
で
い
く
︑
そ
の
意
気
込
み
を
陰
な
が

ら
応
援
し
た
い
と
思
い
ま
す
︒
エ
プ
ロ

ン
姿
の
彼
が
︑
満
面
の
笑
み
を
湛
え
て

﹁
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
﹂
と
お
客
さ
ん

を
出
迎
え
る
日
が
待
ち
遠
し
い
で
す
！
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国
交
省
で
は
︑
台
風
等
の

異
常
気
象
時
下
に
お
い
て
︑

ト
ラ
ッ
ク
に
よ
る
貨
物
の
輸

送
を
行
う
場
合
に
輸
送
の
安

全
を
確
保
す
る
た
め
の
措
置

　

表
１
に
従
い
︑
輸
送
の
安

全
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要

な
措
置
を
講
じ
た
場
合
で
あ

っ
て
も
︑
安
全
な
輸
送
を
行

う
こ
と
が
で
き
な
い
状
況
で

あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
︑
荷

を
講
じ
る
目
安
を
︑
表
１
の

よ
う
に
ま
と
め
た
︒
ト
ラ
ッ

ク
運
送
事
業
者
は
︑
台
風
な

ど
の
異
常
気
象
の
発
生
が
想

定
さ
れ
る
場
合
に
は
︑
表
１

主
に
輸
送
を
強
要
さ
れ
た
場

合
に
は
︑
国
交
省
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
内
の
﹁
意
見
募
集
窓

口
﹂︑
最
寄
り
の
地
方
運
輸
局

（
神
戸
運
輸
監
理
部
お
よ
び

沖
縄
総
合
事
務
局
を
含
む
）︑

ま
た
は
運
輸
支
局
（
神
戸
運

輸
監
理
部
兵
庫
陸
運
部
お
よ

び
沖
縄
総
合
事
務
局
陸
運
事

務
所
を
含
む
）
に
そ
の
旨
を

通
報
す
る
こ
と
︒

　

運
送
事
業
者
ま
た
は
運
行

管
理
者
は
︑
気
象
情
報
等
か

ら
輸
送
の
可
否
を
判
断
し
︑

安
全
を
確
保
す
る
た
め
の
措

置
を
適
切
に
講
じ
ず
に
輸
送

し
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
場

合
に
は
︑﹁
貨
物
自
動
車
運

送
事
業
者
に
対
す
る
行
政
処

分
等
の
基
準
に
つ
い
て
（
平

成
21
年
９
月
29
日
付
け
国
自

安
第
73
号
︑国
自
貨
第
77
号
︑

国
自
整
第
67
号
）﹂
に
基
づ

き
行
政
処
分
が
行
わ
れ
る
こ

と
と
な
る
︒

を
基
に
し
て
適
切
な
措
置
を

講
じ
る
必
要
が
あ
る
︒

　

ま
た
︑
輸
送
の
可
否
の
判

断
を
行
う
に
あ
た
っ
て
は
︑

出
発
地
や
集
荷
先
︑
配
送
先

お
よ
び
輸
送
経
路
上
の
気
象

情
報
か
ら
確
認
す
る
必
要
が

あ
る
︒

　

な
お
︑
国
交
省
が
実
施
す

る
監
査
に
お
い
て
︑
輸
送
の

輸
送
を
中
止
す
る
こ
と
と
し

た
場
合
に
は
︑
そ
の
判
断
に

至
っ
た
理
由
等
を
直
ち
に
荷

主
（
真
荷
主
の
ほ
か
元
請
事

業
者
を
含
む
）
や
運
送
事
業

者
へ
報
告
し
︑
当
該
輸
送
の

取
り
扱
い
に
つ
い
て
相
談
す

る
必
要
が
あ
る
︒

　

近
年
、
台
風
な
ど
の
異
常
気
象
が
各

地
で
多
く
発
生
し
て
お
り
、
ト
ラ
ッ
ク

運
送
事
業
者
に
と
っ
て
輸
送
の
安
全
確

保
が
困
難
に
な
る
事
態
も
増
え
て
い
る
。

異
常
気
象
時
の
中
で
運
行
を
行
う
と
、

ト
ラ
ッ
ク
が
横
転
す
る
な
ど
の
事
故
が

発
生
し
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
生
命
や
身
体

が
害
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

国
土
交
通
省
で
は
今
年
２
月
28
日
、「
台

風
等
に
よ
る
異
常
気
象
時
下
に
お
け
る

輸
送
の
目
安
」を
定
め
た
。
同
省
で
は
、

同
措
置
を
適
切
に
講
じ
な
い
で
輸
送
し
、

事
故
を
起
こ
し
た
場
合
等
に
は
、
運
送

事
業
者
は
行
政
処
分
を
受
け
る
可
能
性

も
示
唆
し
て
お
り
、
ま
た
、
当
初
の
運

行
計
画
が
崩
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
物
流

全
体
の
効
率
性
が
損
な
わ
れ
、
持
続
的

な
物
流
機
能
に
も
影
響
が
生
じ
る
恐
れ

も
指
摘
し
て
い
る
。

　

台
風
シ
ー
ズ
ン
が
近
づ
き
つ
つ
あ
る

中
、
改
め
て
同
目
安
を
再
確
認
す
る
と

と
も
に
、
荷
主
に
対
し
て
も
同
措
置
の

目
安
を
周
知
す
る
な
ど
の
対
応
が
求
め

ら
れ
る
。

1
輸
送
の
安
全
を
守
る
た
め
の
措
置
に
つ
い
て

出
発
地
・
配
送
先
だ
け
で
な
く

輸
送
経
路
上
の
気
象
も
確
認
を

2
輸
送
を
中
止
し
た
場
合
の
対
応

荷
主
等
に
対
す
る
早
め
の
相
談
が
欠
か
せ
な
い

3
輸
送
の
安
全
を
守
る
た
め
の
措
置
に
つ
い
て

気
象
情
報
を
確
認
し
適
切
な
対
応
へ
の
備
え
を

　

気
象
庁
が
取
り
ま
と
め
た

﹁
台
風
の
平
年
値
﹂（
表
２
）

に
よ
る
と
︑
例
年
６
月
か
ら

11
月
に
か
け
て
台
風
が
多
く

発
生
す
る
と
と
も

に
︑
日
本
に
接
近

・
上
陸
す
る
台

風
が
増
え
て
く
る

こ
と
が
み
て
と
れ

る
︒

　

昨
年
は
︑
９
月

に
﹁
令
和
元
年

房
総
半
島
台
風
﹂

（
台
風
第
15
号
）

が
千
葉
県
な
ど

に
甚
大
な
被
害

を
与
え
た
ほ
か
︑

10
月
に
は
﹁
令

和
元
年
東
日
本

台
風
﹂（
台
風
第

19
号
）
が
東
日

本
を
襲
い
︑
記

録
的
な
大
雨
︑

暴
風
︑
高
波
︑

高
潮
が
発
生
し

た
︒
ま
た
︑﹁
平

成
29
年
７
月
九

州
北
部
豪
雨
﹂
や

﹁
平
成
30
年
７

月
豪
雨
﹂
な
ど
︑

顕
著
な
自
然
災

害
を
引
き
起
こ

す
異
常
気
象
が

増
加
傾
向
に
あ

る
た
め
︑
常
日

頃
か
ら
気
象
に

関
す
る
情
報
を

入
手
す
る
と
と
も

に
︑
異
常
気
象
の

発
生
が
想
定
さ

れ
る
際
に
は
︑
輸

送
の
安
全
を
守
る

た
め
の
適
切
な

対
応
を
行
う
必

要
が
あ
る
︒

［
参
考
］
台
風
の
平
年
値

６
月
か
ら
台
風
が
増
加

気
象
情
報
を
確
認
し
適
切
な
対
応
へ
の
備
え
を

日本気象協会

悪天候時の輸送安全を支援する新サービス
「GoStop マネジメントシステム」提供開始

　（一財）日本気象協会は６
月１日、悪天候時の輸送安全
を支援する物流向け新サービス
「GoStop（ゴーストップ）マネ
ジメントシステム」の提供を開
始した。
　同システムでは、全国の高
速道路を対象に、気象による
輸送影響リスクを地図などによ
り一目で確認可能（写真）。
各路線のインターチェンジ（IC）
ごとに、１時間ごとの輸送影
響リスクが詳細に把握できるた
め、悪天候時の配送計画の
作成や輸送可否の判断、ドラ
イバーの安全確保に役立てる
ことができる。
　詳細は、日本気象協会のホ
ームページを参照のこと。

安全が確保できない強雨・暴風時には輸送中止の検討を台風シーズン到来！
国交省「台風等による異常気象時下における輸送の目安」

「GoStopマネジメントシステム」情報提供画面イメージ

表１  異常気象時における措置の目安

気象状況 雨の強さ等 気象庁が示す車両への影響 輸送の目安※

降雨時

20 ～ 30mm/h ワイパーを速くしても見づらい 輸送の安全を確保するための措置を講じ
る必要

30 ～ 50mm/h 高速走行時、車輪と路面の間に水膜が生じブレ
ーキが効かなくなる（ハイドロプレーニング現象）輸送を中止することも検討するべき

50mm/h 以上 車の運転は危険 輸送することは適切ではない

暴風時

10 ～ 15m/s 道路の吹き流しの角度が水平になり、高速運転
中では、横風に流される感覚を受ける 輸送の安全を確保するための措置を講じ

る必要
15 ～ 20m/s 高速運転中では、横風に流される感覚が大きく

なる

20 ～ 30m/s 通常の速度で運転するのが困難になる 輸送を中止することも検討するべき

30m/s 以上 走行中のトラックが横転する 輸送することは適切ではない

降雪時 大雪注意報が発表されているときは必要な措置を講じるべき

視界不良
（濃霧・風雪等）時 視界が概ね 20 m 以下であるときは輸送を中止することも検討するべき

警報発表時 輸送の安全を確保するための措置を講じた上、輸送の可否を判断するべき

※ 輸送を中止しないことを理由に直ちに行政処分を行うものではないが、国交省が実施する監査において、輸送の安全を確保するための措置を適切に講じずに輸送した
ことが確認された場合には、「貨物自動車運送事業者に対する行政処分等の基準について（平成 21 年 9 月 29 日付け国自安第 73 号、国自貨第 77 号、国自整第 67 号）」
に基づき行政処分を行う。

表２  台風の平年値 （出典：気象庁ホームページ「台風の平年値」）

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 年間

発生数 0.3 0.1 0.3 0.6 1.1 1.7 3.6 5.9 4.8 3.6 2.3 1.2 25.6

接近数（注１） 0.2 0.6 0.8 2.1 3.4 2.9 1.5 0.6 0.1 11.4

上陸数（注２） 0.0 0.2 0.5 0.9 0.8 0.2 0.0 2.7

※ 注１　「接近」は台風の中心が国内のいずれかの気象官署から 300km 以内に入った場合を指す
※ 注２　「上陸」は台風の中心が北海道、本州、四国、九州の海岸線に達した場合を指す


